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明
治
初
年
の
土
地
・
税
制
改
革
で
あ
る
地
租
改
正
に
関
す
る
研
究
は
、
福
島

正
夫
氏
の
業
績
を
は
じ
め
多
く
の
蓄
積
が
あ
り
、
そ
の
本
質
や
歴
史
的
意
義
を

め
ぐ
る
多
く
の
論
争
を
生
み
だ
す
と
同
時
に
、
地
域
ご
と
の
実
体
把
握
の
蓄
積

も
進
ん
で
い
翫
酔
し
か
し
そ
の
一
方
で
事
業
の
主
体
で
あ
る
地
租
改
正
事
務
局

自
体
の
分
析
は
十
分
に
お
こ
な
わ
れ
て
は
い
な
い
。
か
っ
て
福
島
正
夫
氏
が

「
（
地
租
改
正
）
法
の
制
定
は
単
に
起
動
で
あ
っ
て
、
事
業
自
体
は
そ
の
実
際

運
営
、
国
家
の
権
力
活
動
に
ほ
か
な
ら
ず
、
こ
れ
を
究
明
せ
ず
し
て
は
、
地
租

（

２

）

改
正
の
研
究
は
成
立
し
え
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、
地
租
改
正
の
事

業
主
体
と
そ
の
活
動
内
容
の
分
析
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
、
現
在
で
も
か
わ
り

が
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
対
象
と
す
る
研
究
が
進
展
し
て
い
な
い

理
由
と
し
て
は
、
資
料
的
な
制
約
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
地
租
改
正

事
務
局
に
関
す
る
資
料
と
し
て
は
、
福
島
正
夫
氏
ら
に
よ
り
『
明
治
初
年
地
租

改
正
基
礎
資
繩
」
な
ど
の
重
要
資
料
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
事
務
局
職
員
に

地
租
改
正
事
務
局
の
一
考
察

’
七
等
出
仕
片
山
重
範
の
活
動
を
通
し
て
Ｉ

は
じ
め
に

寺

崎

弘

康

関
し
て
は
、
大
久
保
文
書
、
大
隈
文
書
、
松
方
文
書
な
ど
勅
任
官
ク
ラ
ス
の
資

料
が
公
開
さ
れ
、
一
部
公
刊
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
各
地
方
や
事
務
局
内
で

実
務
を
担
当
し
た
奏
任
官
ク
ラ
ス
の
関
係
資
料
が
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
見

つ
か
っ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
巍
申

と
こ
ろ
で
、
神
奈
川
県
立
博
物
館
で
は
地
租
改
正
事
務
局
の
奏
任
官
職
員
で

（

５

）

あ
る
片
山
重
範
と
い
う
人
物
の
関
係
資
料
を
収
集
し
た
の
で
、
こ
の
片
山
重
範

の
資
料
か
ら
地
租
改
正
事
務
局
の
具
体
的
な
活
動
内
容
を
考
え
て
み
た
い
。
な

お
引
用
し
た
資
料
を
本
稿
末
尾
に
収
録
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

一

地

租

改

正

事

務

局

の

設

置

と

片

山

重

範

の

出

仕

ま
ず
地
租
改
正
事
務
局
の
成
立
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
明
治
六
年
七

月
二
十
八
日
の
地
租
改
正
法
の
発
布
以
前
に
も
、
大
蔵
省
租
税
寮
改
正
局
が
地

券
発
行
業
務
や
地
租
改
正
に
関
す
る
法
令
案
の
策
定
な
ど
を
担
当
し
て
い
た
が
、

明
治
六
年
十
一
月
の
内
務
省
の
設
置
に
と
も
な
い
地
租
改
正
事
業
が
内
務
大
蔵

両
省
に
わ
た
り
、
ま
た
改
租
の
事
務
量
の
飛
躍
的
増
大
も
予
想
さ
れ
る
た
め
、

明
治
八
年
三
月
二
十
四
日
太
政
官
達
第
三
十
八
号
を
も
っ
て
地
租
改
正
事
務
局

（

〈

ｂ

）

を
設
置
し
、
政
府
を
あ
げ
て
こ
の
一
大
事
業
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

設
立
当
初
の
人
事
は
、
表
一
の
と
お
り
で
あ
る
。
総
裁
に
は
参
議
兼
内
務
卿

大
久
保
利
通
、
御
用
掛
は
参
議
兼
大
蔵
卿
大
隈
重
信
、
三
等
出
仕
に
大
蔵
少
輔

兼
租
税
頭
松
方
正
義
と
内
務
少
輔
前
島
密
が
任
じ
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
勅
任
御
用

掛
で
あ
っ
た
。
四
等
出
仕
か
ら
七
等
出
仕
ま
で
は
奏
任
御
用
掛
で
十
名
、
八
等
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御
用
掛

総

裁

六
等
出
仕

七
等
出
仕

五
等
出
仕

四
等
出
仕

三
等
出
仕

職

名

一

氏

名

表
一
明
治
八
年
五
月
地
租
改
正
事
務
局
設
立
時
の
職
員
構
成

（
八
等
出
仕
以
下
省
略
）

八
『
大
隈
文
書
」
Ａ
二
○
三
九
、
『
明
治
初
年
地
租
改
正
基
礎
資
料
』

か
ら
作
成
Ｖ

大
久
保
利
通

大

隈

重

信

松

方

正

義

松

平

正

直

安

藤

就

高

吉

原

重

俊

松

田

道

之

前
島

全
ハ
一
戸

市

川

正

寧

石

渡

貞

夫

桜

井

勉

小

池

国

武

詫

摩

之

武 密日
日

参
議
兼
内
務
卿

参
議
兼
大
蔵
卿

大
蔵
少
輔
兼
租
税
頭

内
務
少
輔

内
務
権
大
丞

大
蔵
大
丞

租
税
助

内
務
大
丞

租
税
六
等
出
仕

租
税
権
助

租
税
権
大
丞

内
務
権
大
丞

租
税
七
等
出
仕

本

務

宮
城
県
令
へ
転

明
治
三
年
三
月

墓
思
府
知
事
へ
転

明
治
二
年
七
月

明
治
九
年
八
月

高
知
県
権
令
へ
転

備

考

か
ら
十
五
等
ま
で
の
判
任
御
用
掛
は
五
十
九
名
、
合
計
七
十
三
名
と
い
う
大
所

帯
で
地
租
改
正
事
務
局
は
活
動
を
開
始
し
た
の
で
あ
訴
函

そ
の
職
制
は
、
最
高
責
任
者
の
総
裁
は
、
地
租
改
正
法
の
「
上
諭
ヲ
奉
体
シ

地
租
一
切
ノ
事
務
ヲ
管
轄
」
す
る
も
の
と
規
定
さ
れ
た
が
、
実
際
上
の
事
務
総

取
締
は
三
等
出
仕
の
松
方
で
、
「
局
中
一
切
ノ
事
務
ヲ
担
当
シ
其
当
ヲ
得
セ
シ

ム
ル
ヲ
掌
ル
」
と
同
時
に
「
局
中
参
判
以
下
ノ
能
否
ヲ
視
察
シ
其
進
退
難
捗
及

便
宜
差
遣
ス
ル
等
ハ
其
旨
ヲ
総
裁
二
具
状
シ
其
決
判
ヲ
乞
フ
ヘ
シ
」
と
規
定
さ

れ
、
地
租
改
正
事
務
局
職
員
を
指
揮
し
円
滑
な
事
業
の
進
捗
を
計
る
こ
と
が
そ

の
職
務
で
あ
っ
た
。
奏
任
官
は
、
「
局
中
ノ
事
務
ヲ
議
判
シ
長
二
対
シ
其
当
否

ヲ
弁
論
ス
ル
ノ
権
ヲ
有
シ
事
務
ヲ
整
理
ス
ル
ノ
責
二
任
ス
」
べ
き
も
の
で
、
各

地
の
地
租
改
正
事
務
を
整
理
報
告
し
、
ま
た
そ
の
地
価
の
当
否
な
ど
に
対
し
意

見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
八
等
か
ら
十
三

等
ま
で
の
判
任
官
は
、
「
成
規
定
例
ヲ
照
査
シ
テ
各
地
方
ノ
申
牒
ヲ
勘
案
シ
、

之
力
指
令
按
ヲ
作
り
前
後
矛
盾
擬
滞
ナ
キ
ヲ
要
ス
」
と
し
て
、
地
方
と
の
調
整

を
行
な
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
「
各
地
方
へ
派
差
シ
地
方
官
卜
戦
力
実

地
調
理
」
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
十
四
等
と
十
五
等
は
「
局
中
請
付
書
算
記
録

等
ノ
諸
務
」
を
担
当
す
る
も
の
で
あ
っ
極
酔

し
か
し
、
実
際
の
地
方
へ
の
職
員
派
遣
は
、
当
初
か
ら
派
遣
さ
れ
た
判
任
官

以
外
に
も
、
奏
任
官
や
松
方
三
等
出
仕
の
よ
う
な
勅
任
官
も
必
要
に
応
じ
て
出

張
が
命
じ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
具
体
的
な
様
子
は
「
明
治
初
年
地
租
改
正
基
礎

資
料
』
に
収
録
さ
れ
た
資
料
な
ど
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
明
治
八
年
九

月
三
日
に
は
、
地
租
改
正
事
務
局
総
裁
大
久
保
利
通
は
全
国
各
地
に
派
遣
し
た
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（

Ｑ

〕

）

判
任
御
用
掛
に
対
し
て
次
の
様
に
通
知
し
て
い
る
。

地
柤
改
正
之
事
務
追
々
相
運
上
各
府
県
於
テ
モ
逐
次
実
地
調
査
之
順
序
二

至
り
候
二
付
右
勘
査
ト
シ
テ
本
局
御
用
掛
奏
任
官
別
紙
之
府
県
へ
出
張
被

仰
付
候
付
テ
者
潭
テ
調
査
之
事
務
ハ
細
大
ト
ナ
ク
其
向
出
張
之
奏
任
官
へ

通
議
致
シ
指
揮
ヲ
受
ヶ
可
申
此
旨
相
達
候
事

こ
れ
は
判
任
官
に
よ
る
各
実
地
の
調
査
作
業
を
奏
任
官
が
直
接
指
揮
し
、
改

租
事
業
の
効
率
を
上
げ
よ
う
と
す
る
意
図
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

た
め
全
国
を
分
割
し
、
表
こ
の
よ
う
な
奏
任
官
の
分
担
を
発
令
し
た
の
で
あ
る
。

（

叩

）

そ
の
後
奏
任
官
の
増
員
に
よ
っ
て
分
担
も
若
干
変
更
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
松
方
正
義
の
伝
記
に
お
け
る
記
載
と
は
若
干
異
同
も
見
受
け
ら

れ
る
。
『
片
山
資
料
』
で
は
何
故
か
関
東
七
府
県
と
そ
の
担
当
者
名
が
欠
落
し

て
お
り
、
お
そ
ら
く
地
租
改
正
事
務
局
か
ら
片
山
に
宛
て
た
通
知
に
記
載
洩
れ

が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
方
の
『
侯
爵
松
方
正
義
卿

（

ｕ

）

実
記
』
は
、
当
初
に
は
担
当
し
て
い
な
い
片
山
の
名
や
、
途
中
か
ら
地
租
改
正

事
務
局
を
去
っ
た
渡
辺
（
小
池
）
国
武
が
入
っ
て
い
た
り
す
る
。
い
ず
れ
に
せ

よ
こ
の
よ
う
な
担
当
区
分
を
設
け
た
の
は
事
実
で
、
奏
任
官
の
他
二
、
三
人
の

表
二
地
租
改
正
事
務
局
奏
任
官
の
地
方
分
担
表

Ａ
『
片
山
資
料
』
の
記
載

茨

城

磐

前

福

島

若

松

置

賜

山

形

秋

田

鶴

岡

福

岡

三

潴

長

崎

白

川

大

分

宮

崎

佐

賀

新

川

石

川

大

阪

奈

良

和

歌

山

堺

県

兵

庫

名

東

愛

媛

新
潟Ｂ

『
侯
爵
松
方
正
義
卿
実
記
』
の
記
載

敦
賀

担

当

者

垂
ハ
一
戸
日
曰

市
川
正
寧

小
池
国
武~

詫
摩
之
武

－28－

播

磨

小

田

岡

山

広

島

豊

岡

北

条

鳥

取

島

根

桜

井

勉

京

都

滋

賀

岐

阜

愛

知

度

会

三

重

松
本
正
直

府

県

名

担
当
者

区

外

山
對
采
筑
摩
鳫
歳
封
鋳
鍋
両

第
七
区

厚
同
訂

第
六
区

長

崎

佐

賀

福

岡

三

瀦

熊

本

大

分

宮

崎

鹿

児

島

愛

媛

高

知

香

川

徳

島

第
五
区

播

磨

岡

山

広

島

豊

岡

鳥

取

島

根

第
四
区

大
阪

兵

庫

堺

盲

＄

第
三
区

京

都

静

岡

浜

松

愛

知

岐

阜

三

重

度

会

滋

賀

第
二
区

東

泉

神

奈

川

埼

玉

群

馬

栃

木

千

葉

茨

城

第
一
区

豐

削

若

松

福

島

置

賜

岩

手

秋

田

区

名

府

県

名

半
澤
寺
山
田
件
些
伺
崖
驍
敬
重

七
竺
減
出
件
￥
太
屋
謹
哩

七

篭
隻
摩
之
武

一
ハ
壁
寺
山
山

仕
市
川
正
寧

五
等
出
仕
桜
井

勉

六
等
出
仕
渡
辺
国
武

五
等
出
仕
松
平
正
直

四
等
出
仕
松
田
道
之

七
等
出
仕
有
尾
敬
重

七
等
出
仕
戸
叶
正
明

七
等
出
仕
片
山
重
範

一

ノ、

垂
寺
山
山
件
生
〈
一
戸
日
胃



判
任
官
を
配
置
し
て
、
地
租
改
正
事
務
局
を
中
心
と
し
た
強
力
な
統
轄
体
制
を

つ
く
り
、
一
定
期
限
内
の
改
租
竣
功
を
め
ざ
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
各
県

へ
出
張
す
る
地
租
改
正
事
務
局
職
員
が
相
当
数
必
要
と
な
り
、
大
蔵
省
や
内
務

省
、
時
に
は
府
県
の
地
方
官
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
よ
う
に
な
諏
呼

と
こ
ろ
で
片
山
重
範
は
、
明
治
八
年
五
月
十
二
日
に
地
理
大
属
の
ま
ま
地
租

改
正
事
務
局
八
等
出
仕
の
兼
務
を
命
じ
ら
れ
る
が
、
ま
ず
そ
の
前
に
片
山
の
経

歴
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

片
山
は
岡
山
県
士
族
の
出
身
で
、
旧
藩
時
代
に
ど
の
よ
う
な
禄
高
と
役
職
で

あ
っ
た
の
か
わ
か
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
新
政
府
に
登
用
さ

れ
た
の
か
に
つ
い
て
も
不
明
で
あ
る
が
、
明
治
四
年
一
月
二
十
四
日
に
大
蔵
省

租
税
寮
十
二
等
出
仕
に
初
任
さ
れ
て
か
ら
の
履
歴
が
判
明
し
て
い
諏
嘩
天
保
九

年
四
月
生
ま
れ
で
あ
る
か
ら
数
え
で
三
十
五
歳
で
、
働
き
盛
り
の
壮
年
に
な
っ

て
か
ら
の
出
仕
で
あ
っ
た
。
半
年
後
の
明
治
四
年
七
月
に
は
租
税
権
中
属
に
、

六
年
五
月
に
は
さ
ら
に
租
税
中
属
に
と
昇
進
す
る
が
、
同
年
末
の
内
務
省
の
設

立
に
と
も
な
う
翌
七
年
一
月
の
職
員
配
置
に
よ
っ
て
片
山
は
大
蔵
省
か
ら
内
務

省
地
理
中
属
へ
転
任
し
、
引
続
き
権
大
属
へ
昇
進
、
同
年
末
に
は
地
理
寮
八
等

出
仕
、
翌
八
年
五
月
に
地
理
大
属
に
と
累
進
し
て
い
る
。
内
務
省
地
理
寮
で
は
、

杉
浦
譲
地
理
頭
の
指
令
を
受
け
お
も
に
官
林
調
査
に
従
事
し
て
お
り
、
明
治
七

年
三
月
か
ら
埼
玉
、
千
葉
、
新
治
、
茨
城
、
磐
前
、
福
島
、
宮
城
、
水
沢
、
岩

手
、
青
森
と
い
っ
た
関
東
か
ら
東
北
に
か
け
て
の
十
県
へ
出
張
調
査
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
地
方
へ
の
出
張
経
験
が
か
わ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
片
山
は
設

置
間
も
な
い
地
租
改
正
事
務
局
へ
の
兼
務
を
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

第

二

章

片

山

重

範

の

担

当

地

域

次
に
地
租
改
正
事
務
局
職
員
と
な
っ
た
片
山
の
活
動
を
み
て
み
た
い
。

地
租
改
正
事
務
局
八
等
出
仕
兼
務
を
命
じ
ら
れ
た
片
山
は
、
前
節
で
み
た
よ

う
に
地
方
へ
出
張
し
直
接
調
査
の
立
会
を
行
な
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
出
張
先

は
表
三
の
と
お
り
で
あ
る
。

見
て
の
と
お
り
、
任
命
当
初
か
ら
二
カ
年
間
片
山
は
、
関
西
を
中
心
と
し
た

長
期
出
張
を
し
て
い
る
。
局
議
な
ど
の
た
め
一
時
的
に
帰
京
し
た
こ
と
は
あ
る

が
、
こ
の
間
大
阪
と
京
都
の
改
租
事
業
を
担
当
し
、
よ
う
や
く
明
治
十
年
五
月

八
日
に
帰
京
し
て
、
京
都
府
と
大
阪
府
の
改
租
竣
功
、
新
税
施
行
伺
を
提
出
し

た
こ
と
で
、
こ
の
出
張
を
ひ
と
ま
ず
終
え
た
の
で
あ
る
。
当
時
地
租
改
正
事
務

局
員
の
出
張
が
頻
繁
か
つ
激
務
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
福
島
正
夫
氏
に
よ
っ

（

皿

）

て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
長
期
出
張
は
他
の
職
員
の
場
合
で
も
同

じ
で
あ
っ
た
に
違
い
な
く
、
そ
れ
だ
け
に
改
正
事
業
の
困
難
さ
が
理
解
で
き
よ

》
っ
Ｏ

『
片
山
資
料
』
に
は
、
辞
令
交
付
か
ら
一
ヶ
月
後
の
六
月
十
二
日
に
は
早
く

も
大
阪
に
向
け
て
出
発
し
、
京
阪
で
活
動
し
た
片
山
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

こ
の
大
阪
出
張
は
、
隣
県
の
堺
県
や
兵
庫
県
、
さ
ら
に
京
都
府
へ
の
出
張
も
含

ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
地
方
の
地
租
改
正
の
完
了
を
目
的
と
し
た
長
期
の
出
張

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
地
域
は
京
都
を
除
け
ば
、
表
二
で
見
た
よ
う
に
奏
任
官
の

担
当
者
は
小
池
（
渡
辺
）
国
武
で
あ
り
、
そ
の
指
揮
を
う
け
て
片
山
は
、
十
一

等
出
仕
山
口
宗
義
や
十
三
等
出
仕
白
石
純
治
と
と
も
に
大
阪
を
中
心
に
活
動
し

て
い
る
。
大
阪
着
後
に
片
山
が
地
租
改
正
事
務
局
松
方
正
義
に
向
け
て
六
月
二
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出
典
略
号

Ａ
・
・
『
片
山
資
料
」
Ｂ
・
・
『
公
文
録
』
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）

Ｃ
・
・
地
租
改
正
事
務
局
日
誌
（
『
明
治
初
年
地
租
改
正
関
係
資
料
』
）

明
治
８
年
６
月

～
明
治
Ⅲ
年
５
月

明
治
９
年
２
月
８
日

如

月

⑩

月

劃

日

Ⅱ

月

鴫

日

～

岨

月

吃

日

明
治
岨
年
５
月
８
日

６

月

加

日

～

８

月

３

日

８

月

９

日

～

蝿

日

明
治
ｕ
年
９
月
別
日

９

月

妬

日

岨

月

灼

日

表
三
片
山
重
範
出
張
表

年

月

日

７
月
釦
日

大
阪
府
、
堺
県
、
兵
庫
県
へ
長
期
出
張
一
Ａ

京
都
府
へ
も
出
張
の
達

堺
県
に
も
出
張
の
達

和
歌
山
県
へ
も
出
張
の
達

帰
京

東
京
神
奈
川
埼
玉
群
馬
茨
城
千
葉
栃
木

へ
も
出
張
の
達

千
葉
県
出
張

大
阪
府
他
二
県
よ
り
帰
京

堺
県
出
張

大
阪
府
他
二
県
よ
り
帰
京

神
奈
川
県
出
張

一
時
帰
京

出

初E
ﾌ灰

内

容

出
典

A

B CA CC C BCB B B

十
六
日
付
で
発
信
し
た
最
初
の
通
信
文
に
は
、

本
月
十
四
日
府
着
即
県
庁
内
海
参
事
二
面
会
調
査
手
続
承
合
候
処
山
口
宗

義
他
七
人
井
府
官
専
務
之
者
各
所
へ
分
派
実
地
丈
量
中
之
趣
右
各
手
一
同

会
同
本
局
御
新
設
以
来
之
手
続
可
及
協
議
哉
と
も
存
候
得
と
も
各
手
東
西

隔
離
之
場
所
二
罷
在
一
二
も
相
成
候
儀
者
諸
般
不
都
合
一
一
付
右
出
張
先
へ

私
共
廻
り
一
両
日
宛
同
行
取
調
地
所
名
称
所
有
定
方
等
之
儀
篤
と
及
熟
議

一
昨
日
一
応
帰
府
諸
般
内
海
参
事
へ
遂
談
判
明
二
十
六
日
よ
り
私
義
も
更

一
二
方
へ
巡
回
い
た
し
候
手
続
二
御
座
候
然
ル
処
此
日
来
各
方
巡
査
中
地

所
々
分
之
儀
難
決
廉
々
左
二
相
伺
申
健

と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
片
山
の
仕
事
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
大
阪
府
の
幹
部
と
の
調
整
や
、
府
内
各
地
へ
出
張
し
て
い
る
担
当
者

と
の
調
整
を
ま
ず
お
こ
な
い
、
こ
れ
ら
は
作
業
の
中
断
を
恐
れ
た
た
め
か
、
全

員
を
集
め
て
会
議
を
持
つ
の
で
は
な
く
、
片
山
ら
が
府
内
各
地
を
巡
回
し
て
立

会
を
か
ね
て
連
絡
を
取
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
巡
回
の
具
体
的
な
様

子
は
、
た
と
え
ば
六
月
十
七
、
八
日
に
住
吉
郡
二
小
区
の
村
々
で
実
地
丈
量
に

立
会
、
十
九
日
に
は
約
四
十
八
キ
ロ
を
歩
い
て
堺
町
か
ら
島
上
郡
山
崎
村
へ
行

き
、
翌
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
島
上
島
下
両
郡
内
の
実
地
丈
量
に
立
会
、
二
十

四
日
に
は
富
田
唐
崎
を
経
て
大
阪
府
庁
ま
で
三
十
二
キ
ロ
を
歩
い
て
戻
っ
て
い

る
こ
と
が
、
片
山
が
出
張
中
の
旅
費
を
請
求
し
た
書
類
に
み
ら
れ
、
実
に
精
力

的
な
活
動
ぶ
り
を
示
し
て
い
諏
配
こ
の
よ
う
に
地
方
で
実
地
に
地
租
改
正
作
業

を
指
導
す
る
と
共
に
、
随
時
発
生
す
る
様
々
な
問
題
に
対
す
る
指
揮
を
、
担
当

奏
任
官
や
本
局
に
伺
い
出
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
明
治
九
年
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九
月
以
降
は
、
後
述
の
と
お
り
片
山
が
地
租
改
正
七
等
出
仕
に
昇
格
し
た
た
め
、

下
僚
判
任
局
員
の
復
命
書
に
添
え
て
改
租
竣
功
・
新
税
施
行
の
伺
を
提
出
す
る

こ
と
も
重
要
な
仕
事
の
ひ
と
つ
に
加
わ
っ
た
。
こ
れ
ら
伺
の
内
容
か
ら
も
片
山

ら
が
分
担
し
た
地
域
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ち
な
み
に
片
山
が
単
独
又
は
連

名
で
提
出
し
た
改
租
関
係
の
伺
は
表
四
の
と
お
り
で
あ
る
。

東
一

大
阪
府
一
摂
津
国
七
郡
一
明
治
蛆
年
５
月
一
片
山
重
範
二
三
一

京
都
府

茨
城
県

東
一

神
奈
川
県
相
模
国
内
承
服
村
明
治
ｎ
年
７
月
片
山
重
範
二
莞

戸

叶

正

明

府

県

名

一

種

泉

府
泉
府

表
四
片
山
重
範
伺
一
覧
表

武
蔵
国
五
郡

山
城
国
八
郡

丹
波
国
三
郡

耕
宅
地

市
街
耕
宅
地

別

明
治
ｎ
年
４
月

明
治
Ⅱ
年
７
月

明
治
Ⅱ
年
４
月

明
治
岨
年
５
月

伺

年

月

片
山
重
範

戸
叶
正
明

有
尾
敬
重

片
山
重
範

戸
叶
正
明

有
尾
敬
重

片
山
重
範

片
山
重
範

戸
叶
正
明

有
尾
敬
重

伺
者
名

出
典
頁
数

一
一
三
五

一
三
一
《

:こ
う蓑
一七

一
つ
Ｃ
三

こ
の
表
は
、
表
二
、
表
三
で
み
た
分
担
と
照
応
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
も
片

山
が
当
初
明
治
八
年
か
ら
十
年
に
か
け
て
関
西
を
担
当
し
、
明
治
十
一
年
に
は

堺
県

埼
玉
県

群
馬
県

千
葉
県

栃
木
県

大
阪
府

~京
都
府

和
歌
山
県
一
紀
伊
国
市
街
地
一
明
治
Ⅱ
年
蛆
月
一
片
山
重
範
一
三
室

出
典
頁
数
は
、
『
明
治
初
年
地
租
改
正
基
礎
資
料
』
の
通
し
頁
数
で
あ
る
。

武
蔵
国
十
六
郡

下
総
国
一
郡

下
野
国

｜

明

治

吃

年

岨

月

一

片

山

重

範

一

一

云

一

市
街
地

市
街
地
山
林
原
野
一
明
治
昭
年
４
月
一
片
山
重
範
一
一
里
四

和
泉
国
堺
市
街
地

大
和
国
奈
良
郡

上
野
国
郡
村
市
街

明
治
ｎ
年
９
月

明
治
ｎ
年
Ⅱ
月

明
治
ｎ
年
９
月

明
治
吃
年
如
月

明
治
ｎ
年
岨
月

片
山
重
範

戸
叶
正
明

有
尾
敬
重

有
尾
敬
重

片
山
重
範

戸
叶
正
明

有
尾
敬
重

片
山
重
範

戸
叶
正
明

有
尾
敬
重

片
山
重
範

片
山
重
範

戸
叶
正
明

有
尾
敬
重

一
二
つ
一

一
一
世
ヨ

ー
ー
ブ
区

一
三
壱
七

一
二
三
六

一
一
一
一
一
一
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関
東
近
県
を
担
当
し
、
明
治
十
二
年
以
降
は
再
び
関
西
を
担
当
し
た
こ
と
な
ど

を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
関
西
出
張
中
の
明
治
九
年
九
月
十
六
日
に
片
山
は
地
理
寮
七
等

出
仕
兼
地
租
改
正
事
務
局
七
等
出
仕
に
昇
任
し
齢
↑
こ
の
抜
擢
の
理
由
は
現
在

ま
で
の
と
こ
ろ
判
明
し
て
い
な
い
が
、
恐
ら
く
次
の
事
情
か
ら
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
関
西
地
域
を
担
当
し
て
き
た
六
等
出
仕
小
池
国
武
は
、
明
治
九
年
八

月
二
十
六
日
に
六
等
出
仕
兼
務
の
ま
ま
高
知
県
権
令
に
任
命
さ
れ
、
つ
い
で
翌

九
月
九
日
に
兼
務
を
免
じ
ら
れ
地
租
改
正
事
務
局
を
離
れ
た
た
め
、
奏
任
官
の

欠
員
を
生
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
欠
員
を
補
充
す
る
際
に
小
池
の
も
と
で
同
地

域
を
担
当
し
て
い
た
八
等
出
仕
の
片
山
に
白
羽
の
矢
が
当
た
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

七
等
出
仕
に
昇
格
し
た
片
山
は
出
張
先
で
の
責
任
者
と
い
う
立
場
で
引
続
き
改

租
事
業
に
あ
た
る
こ
と
に
な
る
。

明
治
十
年
五
月
の
京
都
、
大
阪
の
改
租
が
一
応
終
了
し
た
後
、
翌
六
月
か
ら

は
東
京
神
奈
川
埼
玉
群
馬
茨
城
千
葉
栃
木
へ
も
出
張
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
後
明
治
十
一
年
に
は
再
び
大
阪
他
へ
出
張
し
、
市
街
地
な
ど
の
地
租
改
正
に

従
事
し
た
が
、
翌
十
二
年
十
月
に
内
務
権
少
書
記
官
兼
務
を
命
じ
ら
れ
る
時
ま

で
に
は
、
担
当
し
た
右
地
域
の
改
租
が
ほ
と
ん
ど
終
了
し
て
お
り
、
地
租
改
正

事
務
局
も
縮
小
の
方
向
に
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
明
治
十
二
年
六
月
現
在
の
同
局

職
員
総
数
は
七
十
四
人
で
、
前
年
よ
り
十
七
人
の
減
員
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

翫
嘩

第

三

節

大

阪

府

改

租

と

第

六

十

九

号

公

布

問

題

次
に
片
山
の
具
体
的
な
活
動
内
容
を
示
す
も
の
と
し
て
、
片
山
が
担
当
し
た

地
域
の
地
租
改
正
の
状
況
と
そ
こ
で
発
生
し
た
問
題
へ
の
対
処
を
検
討
し
て
み

る
こ
と
に
す
る
。
具
体
的
に
は
、
大
阪
府
管
内
改
租
不
服
村
に
対
し
て
、
官
側

が
一
方
的
に
地
価
を
決
定
す
る
こ
と
を
規
定
し
た
明
治
九
年
第
六
十
八
号
公
布

を
適
用
し
よ
う
と
し
た
問
題
で
あ
諏
犀

こ
の
大
阪
府
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
『
明
治
初
年
地
租
改
正
基
礎
資
料
」
の

な
か
に
明
治
十
年
五
月
の
大
阪
府
伺
と
、
共
に
該
地
を
担
当
し
た
地
租
改
正
事

務
局
十
四
等
出
仕
白
石
純
治
の
復
命
害
に
述
べ
ら
れ
て
い
誠
↑
少
し
長
い
が
全

文
を
引
用
し
よ
う
。

大
阪
府
出
張
局
員
白
石
純
治
謹
テ
総
裁
大
久
保
利
通
公
閣
下
二
白
ス
八
年

六
月
該
府
出
張
受
命
以
来
片
山
重
範
等
ト
同
心
戦
力
事
大
小
ト
ナ
ク
府
員

二
協
議
シ
屡
区
戸
長
ヲ
召
集
シ
其
意
見
ヲ
公
議
セ
シ
メ
孜
々
汲
々
事
二
従

ヘ
ト
モ
其
業
挙
ラ
ス
荏
再
弦
一
一
二
周
星
霜
是
純
治
等
其
任
二
堪
ヘ
ズ
協
議

宜
キ
ヲ
得
サ
ル
ノ
致
ス
所
ナ
リ
ト
錐
ト
モ
亦
叩
力
其
因
由
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ズ

夫
レ
該
府
所
轄
摂
津
半
国
ノ
地
ダ
ル
西
南
海
二
面
シ
乾
位
二
山
ヲ
負
上
沃

野
極
目
平
晴
曠
澗
澱
江
其
中
央
ヲ
貫
流
シ
到
ル
所
舟
車
ノ
通
セ
サ
ル
ナ
ク

物
貨
ノ
輻
湊
セ
サ
ル
ナ
シ
地
味
膏
肢
人
戸
富
饒
実
二
海
内
最
上
乗
ノ
地
位

ヲ
占
ム
ル
ト
謂
フ
ヘ
シ
然
し
ト
モ
是
其
外
貌
ノ
美
ニ
シ
テ
衆
目
ノ
注
視
ス

ル
処
ナ
リ
其
内
部
ノ
災
害
本
務
上
幾
多
ノ
障
碍
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
’
一
至
テ
ハ
一

二
経
過
ス
ル
者
ノ
窺
知
ル
能
ハ
サ
ル
ア
リ
曰
非
常
ノ
水
腐
日
非
常
ノ
旱
損
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是
ナ
リ
其
災
害
ノ
惨
酷
ナ
ル
名
状
シ
易
カ
ラ
ス
（
詳
細
ハ
図
説
二
載
ス
）

加
ル
ー
能
勢
全
郡
又
島
上
島
下
二
郡
ノ
内
一
部
分
ノ
僻
遠
ア
リ
住
吉
西
成

ノ
新
墾
未
熟
地
ア
リ
非
常
低
税
ノ
旧
城
代
役
地
ア
リ
皆
是
其
内
部
二
陰
伏

ス
ル
ノ
障
害
一
一
シ
テ
人
民
ノ
苦
情
喋
々
ロ
ヲ
弦
二
籍
し
り
且
夫
該
管
下
ノ

風
習
タ
ル
ニ
種
ア
リ
其
一
種
ハ
酷
智
多
慾
一
一
シ
テ
私
見
ヲ
主
張
シ
動
モ
ス

レ
ハ
接
弁
以
テ
人
ヲ
篭
絡
セ
ン
ト
シ
其
一
種
ハ
則
依
然
旧
弊
ヲ
帯
上
低
首

帖
耳
人
ノ
顔
色
ヲ
窺
上
低
声
哀
ヲ
請
フ
ノ
醜
体
ア
リ
是
ヲ
以
テ
勉
メ
テ
其

俗
論
ヲ
排
撃
シ
其
旧
習
ヲ
洗
除
シ
其
税
額
ノ
増
ス
ヘ
キ
ハ
仮
令
相
陪
シ

其
減
ス
ヘ
キ
ハ
仮
令
相
半
減
ス
ル
モ
ー
ニ
是
例
規
二
基
キ
偏
重
偏
軽
ヲ
除

キ
均
一
一
一
帰
着
セ
シ
メ
ン
ト
シ
百
方
懇
諭
ヲ
尽
シ
人
民
ノ
答
弁
其
辞
ナ
キ

ニ
至
ル
ト
雛
ト
モ
増
税
ノ
村
落
二
至
リ
テ
ハ
固
ク
私
見
ヲ
執
テ
服
従
シ
肯

セ
ス
彼
是
観
望
相
祷
跨
シ
テ
時
日
ヲ
遷
延
ス
ル
ノ
際
不
幸
ニ
シ
テ
九
年
七

月
ノ
旱
十
月
ノ
水
二
災
更
二
非
常
ノ
障
碍
ヲ
ナ
シ
事
将
二
結
果
二
垂
ン
ト

シ
テ
頽
ル
、
モ
ノ
二
回
一
回
毎
二
苦
情
ノ
語
柄
ヲ
増
加
シ
愈
増
葛
藤
ヲ
生

シ
殆
ン
ト
九
年
六
十
八
号
ノ
公
布
ヲ
以
テ
処
分
ノ
場
合
一
一
至
ラ
ン
ト
セ
シ

ニ
本
年
一
月
二
至
テ
該
府
員
非
常
ノ
勉
強
カ
ヲ
起
シ
区
長
ノ
事
理
ヲ
解
ス

ル
モ
ノ
ヲ
抜
擢
シ
テ
説
諭
二
従
事
セ
シ
メ
辛
ク
シ
テ
一
般
承
服
事
業
整
頓

二
至
し
り
是
所
謂
内
部
ノ
障
害
ニ
シ
テ
事
務
ノ
延
滞
今
日
二
及
フ
所
以
ナ

リ
然
し
ト
モ
全
管
ノ
総
額
其
隣
府
県
ノ
権
衡
二
於
テ
即
不
適
当
ナ
キ
ハ
純

治
等
万
保
証
ス
ル
処
ナ
リ
（
別
紙
比
較
表
載
ス
ル
処
ノ
如
シ
）
若
シ
夫
反

別
ノ
伸
縮
税
額
ノ
増
損
等
ハ
別
冊
二
具
載
ス
其
村
等
地
位
ノ
利
害
得
失
及

米
価
等
他
年
ノ
更
正
ヲ
要
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
所
見
ハ
副
申
卜
図
説
二
詳
記
セ

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
阪
府
摂
津
七
郡
耕
地
の
地
租
改
正
は
明
治
八
年
六
月
か

ら
着
手
し
、
そ
の
竣
功
ま
で
に
二
カ
年
を
要
し
た
が
、
長
期
を
要
し
た
原
因

は
、
管
内
の
あ
る
地
域
は
災
害
が
多
く
、
土
地
柄
は
低
税
で
あ
り
、
そ
し
て

人
民
の
性
格
の
三
点
に
あ
る
と
い
う
。
と
く
に
改
租
に
よ
っ
て
増
税
に
な
る
村

で
は
全
く
承
服
し
な
い
状
態
で
あ
り
、
そ
の
上
明
治
九
年
七
月
と
十
月
の
二
度

水
害
と
旱
紘
を
受
け
た
こ
と
も
改
租
の
障
害
と
な
っ
た
。
本
局
か
ら
明
治
九
年

度
中
の
竣
功
を
至
上
命
令
と
し
て
う
け
て
い
た
出
張
官
員
は
、
現
実
の
改
柤
遅

延
状
態
と
の
あ
い
だ
に
葛
藤
を
生
じ
た
た
め
、
明
治
九
年
の
第
六
十
八
号
公
布

に
よ
る
処
分
を
お
こ
な
お
う
と
し
た
。
し
か
し
、
大
阪
府
の
幹
部
や
担
当
職
員

の
努
力
で
よ
う
や
く
不
服
村
を
説
諭
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
も
の
で
あ

ブ
（
》
Ｏ

第
六
十
八
号
公
布
と
は
、
「
地
租
改
正
調
査
二
臨
ミ
丈
量
済
収
穫
地
価
適
当

ノ
見
据
相
立
一
郡
一
区
内
二
就
テ
人
民
過
半
承
服
ノ
場
合
一
一
至
ル
ト
雛
モ
其
一

リ
伏
シ
テ
願
ク
ハ
閣
下
其
延
滞
日
ヲ
引
キ
今
日
二
至
ル
所
以
ヲ
察
シ
純
治

等
寛
慢
ノ
罪
ヲ
録
セ
ス
該
府
知
事
渡
辺
昇
請
願
ス
ル
所
ヲ
許
容
ア
ラ
ン
コ

ト
ヲ
純
治
頓
首
再
拝

地

租

改

正

事

務

局

十

四

等

出

仕

明

治

十

年

五

月

白

石

純

治

地

租

改

正

事

務

局

総

裁

大

久

保

利

通

殿

代

理

同

局

三

等

出

仕

松

方

正

義

殿
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部
ノ
ミ
私
見
ヲ
張
り
承
服
セ
サ
ル
者
有
之
節
ハ
近
傍
類
地
等
ノ
比
準
ヲ
取
り
相

（

別

）

当
ノ
地
価
ヲ
定
メ
地
券
相
渡
収
税
申
付
候
」
と
い
う
条
文
に
あ
る
よ
う
に
、
不

服
農
民
の
同
意
が
な
く
て
も
一
方
的
に
地
価
を
決
定
で
き
る
制
裁
的
な
要
素
を

も
つ
法
規
で
、
明
治
九
年
七
月
に
和
歌
山
県
下
牟
婁
郡
等
四
郡
三
十
三
力
村
、

同
年
九
月
に
は
山
梨
県
巨
摩
郡
八
代
郡
十
村
、
明
治
十
三
年
二
月
の
愛
媛
県
高

松
市
街
地
三
カ
町
に
実
際
に
適
用
さ
れ
て
い
諏
里

大
阪
の
場
合
は
こ
の
史
料
の
と
お
り
適
用
さ
れ
る
前
に
解
決
し
た
が
、
そ
こ

に
至
る
過
程
で
片
山
が
ど
の
よ
う
に
関
与
し
た
の
か
見
て
み
よ
う
。

大
阪
府
の
改
租
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
明
治
八
年
六
月
か
ら
片
山
と
白
石
が

出
張
の
上
で
着
手
し
た
が
、
白
石
の
復
命
書
の
と
お
り
作
業
の
遅
れ
を
生
じ
て

い
た
と
こ
ろ
、
明
治
八
年
八
月
三
十
日
に
は
「
明
治
九
年
ヲ
以
テ
各
地
方
一
般

（

調

）

改
正
ノ
期
限
ト
定
ム
」
と
の
太
政
官
達
第
一
五
四
号
が
達
せ
ら
れ
、
早
急
な
改

租
進
行
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
翌
明
治
九
年
二
月
九
日
に
、
地
租
改
正
事

務
局
の
松
方
正
義
は
、
大
阪
府
担
当
の
片
山
と
白
石
に
対
し
て
次
の
と
お
り
改

租
の
進
捗
を
督
促
し
た
。

今
般
総
裁
ヨ
リ
別
紙
之
通
御
達
相
成
候
二
付
て
者
其
府
之
儀
者
去
八
年
ョ

リ
地
券
税
施
行
之
筈
兼
て
申
出
有
之
候
処
追
々
及
遷
延
猶
此
上
遅
々
致
候

而
者
前
段
之
目
的
ヲ
誤
り
不
都
合
二
有
之
候
間
猶
精
々
差
急
キ
早
々
改
正

罰

）

伺

差

出

候

こ
の
督
励
を
受
け
て
片
山
た
ち
は
、
大
阪
府
の
改
租
担
当
者
と
協
議
し
、
そ

の
進
捗
も
順
調
に
進
む
も
の
と
思
っ
て
い
た
ら
し
く
、
同
年
三
月
三
日
に
一
時

帰
京
し
た
京
都
府
他
担
当
の
松
平
正
道
五
等
出
仕
へ
通
信
の
な
か
で
、
「
大
阪

府
取
調
も
余
程
相
運
収
穫
之
段
階
利
子
之
差
等
二
至
迄
両
三
日
中
二
者
先
々
決

議
い
た
し
候
筈
二
付
来
ル
七
日
頃
よ
り
ハ
手
透
二
相
成
尤
廿
日
後
二
も
相
成
万

一
不
服
之
村
々
も
出
来
候
ハ
、
右
説
諭
二
暫
時
巡
廻
い
た
し
候
様
可
相
成
見
込

（

弱

）

二
有
之
先
シ
右
迄
者
諸
般
府
員
へ
相
任
置
候
而
差
支
無
之
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
片
山
た
ち
は
不
服
村
が
生
じ
て
も
、
巡
回
の
上
説
諭
す
れ
ば
解

決
で
き
る
も
の
と
の
見
通
し
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
事
態
は
う
ま
く
い
か
ず
、
管
内
百
十
六
力
村
か
ら
地
位
等
級
に
た
い

（

妬

）

し
て
不
服
の
申
立
て
が
う
ま
れ
た
上
に
、
八
月
に
は
大
雨
に
よ
る
洪
水
が
あ
り

調
査
も
な
か
な
か
進
展
し
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
九
月
十
九
日
に
は
松
方
か
ら
は
、

大
阪
府
と
出
張
局
員
に
た
い
し
て
秋
収
穫
の
時
期
を
機
会
に
、
官
側
の
改
租
収

穫
目
的
を
出
張
局
員
と
府
側
担
当
者
と
協
議
し
な
が
ら
調
査
す
る
こ
と
が
命
じ

ら
れ
て
お
り
、
早
急
に
改
租
作
業
を
す
す
め
竣
功
す
る
必
要
が
生
ま
れ
た
の
で

あ
識
↑
こ
の
よ
う
に
本
局
か
ら
は
調
査
の
進
捗
を
求
め
ら
れ
る
一
方
で
、
現
場

で
は
不
服
村
の
対
処
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
板
挟
み
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

白
石
の
復
命
書
で
言
う
と
こ
ろ
の
ま
さ
し
く
「
葛
藤
」
を
生
じ
て
い
た
の
で
あ

る
。
そ
の
解
決
方
法
と
し
て
片
山
と
白
石
は
、
第
六
十
九
号
公
布
に
よ
る
処
分

を
考
え
る
に
至
っ
た
。
彼
ら
の
判
断
は
、
大
阪
府
の
不
服
村
問
題
の
原
因
を
、

「
府
下
一
般
ノ
民
風
詰
智
多
慾
常
二
人
ノ
鼻
息
ヲ
窺
上
以
意
ヲ
迎
へ
情
ヲ
掛
り

其
事
ノ
寛
厳
ヲ
試
ル
ノ
旧
智
ア
リ
」
と
そ
の
土
地
柄
の
性
格
に
求
め
、
「
就
中

豊
島
東
成
二
郡
其
最
タ
リ
故
二
今
這
ノ
苦
情
モ
亦
二
郡
特
二
太
甚
シ
ク
但
一
己

ノ
偏
見
ヲ
主
張
ス
ル
｜
一
過
キ
ス
」
と
、
農
民
の
反
対
を
「
一
種
ノ
偏
見
」
と
し

て
拒
否
嘘
〉
ま
た
「
本
年
八
月
再
調
ニ
テ
多
少
減
額
ア
ル
ヲ
以
テ
猶
苦
情
ヲ
唱

－34－



レ
ハ
此
上
二
幾
分
ヲ
減
セ
ン
ト
見
込
甲
唱
乙
和
ス
ル
ノ
気
勢
ア
リ
」
と
人
民
の

い
わ
ゆ
る
「
ゴ
ネ
徳
」
の
風
潮
を
指
摘
す
る
一
方
で
、
自
ら
の
調
査
方
法
に
つ

い
て
は
「
再
三
再
四
熟
議
ヲ
遂
ヶ
区
戸
長
老
晨
ニ
モ
諮
問
シ
村
位
相
当
ノ
額
ヲ

指
示
シ
隣
区
隣
村
二
比
シ
決
ス
テ
不
適
当
ノ
儀
者
無
之
」
と
正
当
性
を
主
張
し

て
い
る
。
そ
れ
故
に
「
断
然
六
十
八
号
公
布
二
基
処
分
ノ
義
御
許
可
」
を
求
め

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
第
六
十
九
号
公
布
を
適
用
し
よ
う
と
し
た
の

で
は
な
く
、
こ
の
伺
で
同
公
布
に
よ
る
処
分
が
許
可
さ
れ
さ
え
す
れ
ば
「
公
布

施
行
セ
ス
ト
モ
先
五
六
ヶ
村
乃
至
十
ヶ
村
モ
申
付
候
ハ
、
随
テ
承
服
結
果
二
至

ヘ
キ
見
込
モ
有
之
候
」
と
、
不
服
村
に
対
す
る
一
種
の
洞
喝
手
段
と
し
て
第
六

十
八
号
公
布
を
利
用
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
諏
呼
こ
れ
に
対
し
て
松
田
道
之

は
明
治
九
年
十
月
二
十
八
日
付
第
五
百
五
十
八
号
書
面
で
、
「
強
テ
村
民
不
服

ヲ
唱
工
予
定
之
目
途
二
達
セ
サ
ル
勢
二
立
至
」
よ
う
な
「
万
々
不
得
止
場
合
」

に
の
み
六
十
八
号
公
布
を
適
用
す
べ
き
で
、
そ
の
施
行
は
総
裁
の
権
限
で
あ
る

と
し
て
、
片
山
た
ち
の
伺
を
認
め
ず
、
更
に
一
層
の
説
諭
努
力
を
要
求
し
て
い

諏
匪

と
こ
ろ
で
、
片
山
は
第
六
十
八
号
公
布
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
だ
ろ

う
か
。
明
治
九
年
十
一
月
十
六
日
か
ら
一
時
帰
京
し
て
本
局
で
協
議
を
し
て
い

た
片
山
重
範
は
、
六
十
八
号
公
布
を
廃
止
し
、
そ
の
か
わ
り
地
価
未
定
地
は
隣

地
と
の
比
準
に
よ
っ
て
決
定
す
る
私
案
を
、
明
治
九
年
十
二
月
頃
地
租
改
正
事

務
局
の
局
議
に
提
出
し
よ
う
と
し
た
事
実
が
あ
る
。
実
際
に
局
議
に
提
出
さ
れ

た
か
は
判
明
し
て
い
な
い
が
、
地
租
改
正
事
務
局
稟
議
用
紙
に
「
本
年
六
十
八

号
公
布
御
取
消
更
二
隣
地
比
準
御
布
告
之
義
正
院
へ
御
伺
按
」
と
題
さ
れ
た
書

類
に
は
、
「
地
租
改
正
収
穫
人
民
申
立
不
適
当
之
節
再
三
説
諭
之
末
至
当
之
収

穫
差
示
候
場
合
一
一
於
テ
其
一
部
分
私
見
ヲ
主
張
致
シ
候
得
者
本
年
六
十
八
号
公

布
ニ
拠
り
処
分
致
シ
来
候
処
追
々
人
民
連
合
之
姿
ヲ
ナ
シ
或
ハ
ー
区
一
郡
申
合

候
弊
害
も
難
計
右
公
布
ニ
依
り
歩
合
ヲ
以
処
分
致
し
兼
候
場
合
モ
可
有
之
二
付

右
六
十
八
号
ハ
御
取
消
相
成
更
二
既
済
之
隣
地
二
比
準
処
分
候
様
致
し
度
依
之

御
布
告
按
相
添
此
段
相
伺
申
候
右
者
差
迫
候
事
情
モ
有
之
候
二
付
至
急
何
分
之

御
指
揮
有
之
度
候
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
第
六
十
八
号
公
布
に
よ
る
処
分
は
、

「
人
民
連
合
ノ
姿
」
を
ま
ね
き
、
区
や
郡
ご
と
に
申
し
合
せ
な
ど
の
弊
害
を
生

み
、
実
際
に
第
六
十
八
号
を
適
用
し
か
ね
る
場
合
も
あ
る
と
の
三
つ
の
理
由
で
、

第
六
十
八
号
公
布
を
廃
止
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
代
る

案
と
し
て
、
す
で
に
収
穫
調
査
や
地
位
等
級
の
確
定
し
た
隣
地
と
比
較
し
て
地

価
を
確
定
す
る
方
式
を
提
案
し
て
い
る
。
こ
の
片
山
の
提
案
と
第
六
十
八
号
公

布
と
は
、
近
傍
類
地
と
の
「
比
準
」
と
い
う
点
で
ほ
と
ん
ど
差
は
な
く
、
片
山

案
の
方
に
は
七
節
か
ら
な
る
「
地
租
改
正
調
査
比
準
心
得
書
」
が
貼
付
さ
れ
、

よ
り
詳
細
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
第
六
節
で
県
境
の
村
に
お
け
る
隣
県
と
の

比
準
方
法
に
つ
い
て
詳
細
な
規
定
が
あ
る
こ
と
や
、
第
七
節
で
地
租
改
正
作
業

で
顧
問
に
あ
て
た
区
戸
長
の
意
見
を
採
用
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
「
審
査
官
」

す
な
わ
ち
地
租
改
正
事
務
局
員
に
あ
る
こ
と
を
明
記
し
た
点
な
ど
に
特
徴
が
あ

ろ
う
。
要
は
、
片
山
は
第
六
十
八
号
公
布
よ
り
も
強
力
に
地
価
決
定
を
実
施
で

き
る
よ
う
な
方
法
を
提
起
し
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
見
を
持
っ
た
背

景
に
は
、
現
実
の
地
租
改
正
作
業
の
困
難
性
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
紙
幅
の

関
係
で
本
稿
で
は
ふ
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
大
阪
府
の
改
租
と
同
時
に
担
当
し
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て
い
た
京
都
府
の
改
租
で
も
、
村
位
等
級
の
問
題
で
か
な
り
難
行
し
て
い
た
こ

と
が
、
背
景
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
今
後
の
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

さ
て
、
松
田
の
回
答
を
受
け
た
片
山
は
、
さ
ら
に
大
阪
府
担
当
者
と
協
力
し
、

不
服
村
へ
の
説
諭
を
く
り
か
え
し
た
が
、
も
は
や
「
此
上
府
員
よ
り
説
諭
之
道

無
之
私
共
二
於
而
モ
説
諭
之
道
絶
ダ
ル
地
方
官
諸
共
従
事
候
共
人
民
決
而
受
用

仕
間
敷
見
据
有
之
」
の
で
、
新
し
い
「
局
員
壱
名
御
差
添
被
下
候
ハ
、
更
二
人

民
へ
対
シ
説
諭
之
端
緒
モ
可
有
之
歎
」
と
、
別
の
局
員
に
よ
る
説
諭
に
希
望
を

託
し
、
そ
の
派
遣
方
を
明
治
九
年
十
二
月
十
六
日
の
局
議
に
提
出
し
、
決
裁
を

受
け
て
お
嘘
｝
同
月
一
千
日
に
新
た
に
大
阪
出
張
を
命
じ
ら
れ
た
七
等
出
仕
の

（

調

）

吉
田
六
三
郎
を
伴
い
出
発
し
た
。
と
こ
ろ
が
帰
阪
し
て
み
る
と
、
さ
ら
に
状
況

の
変
化
が
生
じ
て
い
た
。

そ
れ
は
大
阪
府
権
知
事
以
下
幹
部
と
出
張
局
員
と
の
間
の
改
租
延
期
を
め
ぐ

る
対
立
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
片
山
の
上
京
中
に
、
大
阪
府
は
、
明
治
八
年
度

か
ら
の
改
租
を
一
年
延
期
し
、
明
治
九
年
度
か
ら
新
税
の
施
行
を
し
た
い
旨
の

伺
を
提
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
話
を
渡
辺
権
知
事
か
ら
聞
い
た
片
山
、

吉
田
、
白
石
の
三
名
は
、
事
前
に
打
合
せ
の
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
大
阪
府

の
伺
に
反
対
す
る
旨
を
松
方
正
義
に
対
し
て
申
入
れ
て
い
る
。
反
対
の
理
由
と

し
て
は
、
せ
っ
か
く
こ
の
改
租
で
「
至
当
之
税
額
」
に
な
る
の
に
、
「
無
謂
苦

情
申
立
候
不
良
之
徒
」
が
い
る
か
ら
と
い
っ
て
改
租
を
延
期
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
「
非
常
之
重
税
上
納
」
し
て
き
た
「
良
民
へ
一
ヶ
年
重
税
上
納
申
付
」
る
こ

と
に
な
り
、
こ
れ
は
「
最
不
条
理
之
儀
」
で
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
大
阪
府
が

「
不
良
之
人
民
へ
説
諭
方
之
困
難
ヲ
掛
念
」
し
て
伺
を
提
出
し
た
の
は
、
「
私

共
二
於
テ
尤
不
同
意
」
で
あ
る
と
拒
否
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
通
知
を
受

（

弱

）

け
た
松
方
は
、
直
ち
に
十
七
日
の
電
報
で
権
知
事
と
の
協
議
方
を
指
令
す
る
と

同
時
に
、
お
そ
ら
く
松
方
か
ら
渡
辺
昇
大
阪
府
権
知
事
へ
も
連
絡
し
た
ら
し
く
、

十
八
、
九
の
二
日
間
片
山
ら
は
大
阪
府
の
幹
部
と
会
談
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

会
談
の
結
果
は
「
条
理
上
二
於
テ
ハ
私
共
所
見
二
屈
服
致
候
」
と
片
山
た
ち
の

論
理
の
前
に
大
阪
府
地
方
官
側
は
敗
れ
た
も
の
の
、
実
際
に
は
、
大
阪
府
の
担

当
者
は
人
民
に
対
し
て
「
年
延
之
儀
者
精
々
願
立
遣
可
申
様
説
聿
型
し
て
お
り
、

い
ま
さ
ら
年
延
が
で
き
な
い
と
言
う
の
は
「
人
民
へ
信
義
ヲ
失
」
い
、
地
租
改

正
の
「
卒
業
二
垂
ダ
ル
事
務
忽
瓦
解
二
及
上
可
申
」
こ
と
に
な
る
と
い
う
理
由

で
、
片
山
ら
に
改
租
延
期
伺
に
同
意
を
求
め
、
こ
れ
に
対
し
て
片
山
ら
は
「
不

得
止
地
方
官
見
込
二
同
意
」
し
た
の
で
あ
っ
睡
坐

そ
の
後
は
、
明
治
十
年
二
月
の
鹿
児
島
で
の
西
郷
隆
盛
の
事
件
の
影
響
を
見

（

釘

）

な
が
ら
不
服
村
へ
の
説
諭
が
重
ね
ら
れ
て
、
「
追
々
説
諭
方
行
届
即
今
別
紙
之

通
過
半
承
服
い
た
し
最
早
六
十
八
号
御
処
分
相
成
候
共
叩
も
抵
触
之
廉
無
之
候

得
共
今
少
々
猶
予
致
候
得
者
右
残
額
之
内
尚
過
半
受
書
可
差
出
見
込
有
之
趣
二

御
座
候
」
と
約
半
数
の
五
十
九
力
村
で
説
諭
の
効
果
が
現
れ
た
も
の
の
、
ま
だ

「
到
底
強
情
之
村
々
多
少
六
十
八
号
御
処
分
無
之
而
者
結
果
一
一
至
申
間
敷
欺
十

ヶ
村
乃
至
二
十
ヶ
村
内
外
二
も
至
候
ハ
、
復
命
い
た
し
候
而
不
苦
候
哉
」
と
最

期
ま
で
不
服
の
村
に
対
し
て
は
、
第
六
十
八
号
公
布
に
よ
る
処
分
を
強
行
す
る

可
能
性
を
見
せ
て
い
諏
罪
こ
の
報
告
を
受
け
て
松
方
は
、
結
果
的
に
は
第
六
十

八
号
公
布
に
よ
る
処
分
も
仕
方
な
い
が
、
「
可
成
説
諭
二
服
シ
請
書
差
出
候
様

今
一
層
御
注
意
可
有
之
」
と
一
層
の
説
諭
に
よ
る
穏
便
な
方
法
を
指
示
し
て
い
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る
。
そ
の
後
三
月
十
一
日
の
松
方
宛
て
の
上
申
で
は
大
阪
府
管
内
不
服
村
の
数

は
約
二
十
ま
で
に
減
少
し
て
お
”
〉
本
節
の
頭
で
述
べ
た
明
治
十
年
五
月
の
白

石
の
復
命
書
の
と
お
り
、
最
終
的
に
は
全
村
が
承
服
し
請
書
を
提
出
し
た
の
で

あ
る
。以

上
の
大
阪
府
の
改
租
に
お
け
る
片
山
の
活
動
経
過
を
ま
と
め
る
と
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

①
改
租
に
着
手
し
た
当
初
、
片
山
ら
出
張
局
員
は
簡
単
に
改
租
を
終
え
る
と

楽
観
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
②
し
か
し
地
理
条
件
や
地
域
の
人
情
性
格
な

ど
要
素
か
ら
百
十
六
力
村
も
の
改
租
不
服
村
が
生
じ
た
。
③
明
治
９
年
度
改
租

竣
功
期
限
ま
で
に
不
服
村
へ
の
説
諭
を
終
え
る
見
込
が
つ
か
ず
、
ジ
レ
ン
マ
が

生
じ
た
。
④
片
山
ら
は
、
第
六
十
八
号
公
布
を
「
お
ど
し
」
の
材
料
と
し
て
、

そ
の
許
可
を
も
と
め
、
ま
た
第
九
十
八
号
公
布
よ
り
も
積
極
的
な
「
隣
地
比
準
」

方
法
を
考
え
た
。
⑤
一
方
大
阪
府
官
員
は
、
あ
く
ま
で
説
諭
を
主
と
す
る
た
め

に
改
租
竣
功
の
延
期
を
も
と
め
た
。
⑥
地
租
改
正
事
務
局
も
、
第
九
十
八
号
公

布
の
適
用
は
最
終
手
段
と
の
認
識
が
あ
り
、
三
重
県
で
の
農
民
の
反
対
運
動
や

鹿
児
島
の
事
件
の
発
生
な
ど
の
政
治
状
況
と
の
関
係
か
ら
、
で
き
う
る
か
ぎ
り

説
諭
の
よ
う
な
穏
便
な
対
応
を
指
令
し
た
。
⑦
片
山
ら
と
大
阪
府
官
員
と
の
間

で
意
見
対
立
が
生
じ
た
が
、
結
果
的
に
改
租
の
一
年
延
期
が
認
め
ら
れ
、
そ
の

間
不
服
村
へ
の
説
諭
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
⑧
明
治
十
年
五
月
に
い
た
り
大
阪
府

摂
津
国
七
郡
耕
地
の
地
租
改
正
は
竣
功
し
た
。

こ
の
大
阪
府
管
内
の
改
租
不
服
村
に
対
す
る
第
六
十
八
号
公
布
に
よ
る
処
分

問
題
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
な
検
証
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
福
島
正
夫
氏
が
、
第

む

す

び

に

か

え

て

大
阪
府
の
改
租
は
、
片
山
が
関
わ
っ
た
地
租
改
正
事
業
の
一
部
で
は
あ
る
が
、

片
山
の
地
租
改
正
に
対
す
る
考
え
方
を
現
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
大
阪
府

の
改
租
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
片
山
は
、
京
都
府
や
堺
県
、
兵
庫
県
、
和
歌
山
県
の

改
租
も
担
当
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
困
難
と
問
題
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
京
都
府
山
城
八
郡
丹
波
三
郡
の
改
租
は
、
大
阪
と

同
時
に
竣
成
し
た
も
の
の
、
そ
の
内
実
は
京
都
府
官
員
が
出
張
局
員
に
知
ら
せ

ず
丈
量
反
別
に
八
掛
を
し
て
い
た
こ
と
が
、
地
租
改
正
事
務
局
閉
鎖
後
に
判
明

（

蛇

）

し
た
事
件
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
事
件
に
片
山
が
ど
う
関
与
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

六
十
八
号
公
布
を
ち
ら
つ
か
せ
て
不
服
の
農
村
を
承
服
さ
せ
る
「
強
権
制
度
の

牽
制
力
」
の
実
例
と
し
て
述
べ
て
お
ら
れ
諏
犀
こ
れ
ま
で
見
た
よ
う
に
大
阪
府

官
員
と
出
張
局
員
と
の
間
に
は
、
不
服
村
へ
の
対
応
の
仕
方
、
す
な
わ
ち
あ
く

ま
で
も
説
諭
を
も
っ
て
お
こ
な
う
の
か
、
改
租
竣
功
の
た
め
に
は
第
六
十
八
号

公
布
を
用
い
る
の
か
を
め
ぐ
り
根
本
的
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。
大
阪
府
は
あ
く

ま
で
穏
便
な
説
諭
と
い
う
方
法
を
主
張
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
出
張
官
員
の
側

は
強
引
に
権
力
的
対
応
を
す
す
め
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
際

立
つ
対
立
が
地
租
改
正
の
現
場
で
、
そ
れ
も
改
租
単
位
で
見
ら
れ
た
こ
と
は
注

目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
片
山
は
、
当
初
か
ら
改
租
の
竣
功
を
目

的
に
活
動
し
、
権
力
的
な
対
応
を
実
施
し
た
人
物
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
地
租
改

正
事
務
局
の
性
格
を
体
現
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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か
。
ま
た
、
地
租
改
正
法
施
行
以
前
に
改
租
を
着
手
し
、
明
治
七
年
に
改
租
の

許
可
を
得
た
山
口
県
の
改
租
の
杜
撰
さ
が
、
明
治
十
一
年
に
地
租
改
正
事
務
局

（

⑬

）

内
で
問
題
化
し
た
際
、
第
二
期
地
価
調
査
の
一
環
と
し
て
山
口
県
の
再
調
査
を
、

片
山
は
市
川
正
章
ら
同
僚
と
盛
ん
に
主
張
し
、
地
租
改
正
事
務
局
総
裁
に
あ
て

て
建
議
を
し
た
り
し
て
い
誠
↑
こ
の
よ
う
な
片
山
の
積
極
的
な
活
動
の
背
景
に

は
、
彼
の
地
租
改
正
に
対
す
る
考
え
方
を
知
る
手
が
か
り
が
あ
る
と
思
え
る
が
、

そ
れ
は
次
の
課
題
で
あ
る
。

注（
１
）
地
租
改
正
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
田
村
貞
雄
『
地
租
改
正
と
資
本
主
義
論

争
』
を
参
照
。
地
租
改
正
の
実
証
的
分
析
は
、
福
島
正
夫
「
地
租
改
正
の
研
究
』

（
増
訂
版
有
斐
閻
一
九
七
○
年
）
が
現
在
で
も
そ
の
頂
点
を
し
め
て
お
り
、
本

稿
で
も
多
く
の
部
分
で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

（
２
）
福
島
、
前
掲
『
地
租
改
正
の
研
究
』
序
文
二
頁
。

（
３
）
地
租
改
正
資
料
刊
行
会
編
『
明
治
初
年
地
租
改
正
基
礎
資
料
』
全
四
巻
有

斐

閣

一

九

五

六

年

。

（
４
）
福
島
正
夫
『
地
租
改
正
』
八
日
本
歴
史
叢
書
二
一
Ｖ
吉
川
弘
文
館
一
九
六

八

年

三

一

三

頁

。

（
５
）
県
立
博
物
館
で
は
『
地
租
改
正
資
料
」
の
名
称
で
資
料
登
録
し
て
あ
る
が
、
そ

の
内
容
は
後
述
の
と
お
り
片
山
重
範
が
地
租
改
正
事
務
局
以
外
で
勤
務
し
た
と
き

の
記
録
も
含
ま
れ
る
の
で
、
実
際
は
『
片
山
重
範
関
係
資
料
」
と
称
す
る
方
が
妥

当
で
あ
る
。
以
下
本
稿
で
は
『
片
山
資
料
』
と
略
記
し
て
用
い
る
。

（
６
）
福
島
、
前
掲
『
地
租
改
正
の
研
究
』
三
○
八
～
三
一
○
頁
。

（
７
）
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
地
租
改
正
事
務
局
第
一
回
報
告
書
』
。

（
８
）
「
地
租
関
係
書
類
彙
纂
」
「
明
治
前
期
財
政
経
済
史
料
集
成
』
第
七
巻
所
収

改

造

社

一

九

三

三

年

三

四

八

頁

。

（
９
）
『
片
山
資
料
』
川
３
「
関
西
出
張
中
受
取
書
類
綴
込
」
所
収
後
掲
資
料
①
参

照

。

（
的
）
地
租
改
正
事
務
局
設
置
後
に
奏
任
官
に
昇
級
し
た
人
物
は
次
の
と
お
り
。

七

等

出

仕

有

尾

敬

重

明

治

八

年

七

月

補

七

等

出

仕

紅

林

武

治

明

治

九

年

三

月

補

七

等

出

仕

吉

田

六

三

郎

明

治

九

年

三

月

補

七

等

出

仕

戸

叶

正

明

明

治

九

年

九

月

補

七

等

出

仕

片

山

重

範

明

治

九

年

九

月

補

七

等

出

仕

大

塚

義

達

明

治

九

年

？

月

補

七

等

出

仕

久

野

謙

次

郎

明

治

九

年

八

月

補

（

大

隈

文

書

Ａ

２

０

３

９

よ

り

）

明
治
九
年
六
月
現
在
の
職
員
数
は
、
勅
任
三
人
、
奏
任
十
三
人
、
判
任
百
人
、

諸
雇
四
人
、
総
計
百
二
十
二
人
で
、
前
年
度
比
五
十
一
人
増
で
あ
る
。

（

前

掲

『

地

租

改

正

第

一

回

報

告

書

』

）

（
ｕ
）
「
侯
爵
松
方
正
義
卿
実
記
」
六
『
松
方
正
義
関
係
文
書
』
第
一
巻
、
大
東
文

化
大
学
東
洋
研
究
所
一
九
七
九
年
三
三
○
～
一
頁
。

（
岨
）
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
明
治
九
年
九
月
諸
官
進
退
」
八
二
Ａ
’
一
八
ｌ
任
五
○
Ｖ

地
理
大
属
兼
地
租
改
正
事
務
局
八
等
出
仕
片
山
重
範
昇
級
及
兼
出
仕
の
件
。

（
咽
）
前
掲
『
明
治
初
年
地
租
改
正
関
係
資
料
』
中
巻
一
○
○
四
頁
及
び

一

○

一

一

頁

。

（
Ｍ
）
前
掲
『
地
租
改
正
の
研
究
』
三
一
二
頁
、
『
本
邦
地
租
の
沿
革
』
の
福
島
解
題
、

三

四

頁

。

（
巧
）
前
掲
「
片
山
資
料
』
伽
３
「
関
西
出
張
中
受
取
書
類
綴
込
」
所
収
。
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（
岨
）
前
掲
『
片
山
資
料
」
恥
３
「
関
西
出
張
中
受
取
害
類
綴
込
」
所
収
。

（
Ⅳ
）
前
掲
「
明
治
九
年
九
月
諸
官
進
退
」
八
二
Ａ
’
一
八
Ｉ
任
五
○
Ｖ
地
理
大
属

兼
地
租
改
正
事
務
局
八
等
出
仕
片
山
重
範
昇
級
及
兼
出
仕
の
件
。

（
昭
）
前
掲
、
「
地
租
改
正
事
務
局
第
四
回
報
告
書
』
・

（
岨
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
福
島
、
前
掲
『
地
租
改
正
の
研
究
』
が
少
し
触
れ
て
い
る
だ

け
で
あ
る
。
三
○
五
頁
、
三
一
七
頁
。

（
別
）
前
掲
『
明
治
初
年
地
租
改
正
基
礎
資
料
」
一
○
二
～
一
○
一
二
頁
。

（
創
）
前
掲
「
地
租
改
正
例
規
沿
革
撮
要
」
二
八
五
頁
。

（
犯
）
前
掲
『
地
租
改
正
の
研
究
』
二
九
九
頁
。

（
詔
）
「
地
租
関
係
書
類
彙
纂
」
前
掲
『
明
治
前
期
財
政
経
済
史
料
集
成
』
三
四
一
頁
。

（
鯉
）
前
掲
『
片
山
資
料
』
恥
３
「
関
西
出
張
中
受
取
書
類
綴
込
」
所
収
後
掲
資
料

②

参

照

。

（
妬
）
前
掲
『
片
山
資
料
』
恥
４
「
関
西
出
張
中
差
出
書
類
控
」
所
収
後
掲
資
料
③

参

照

。

（
郡
）
前
掲
『
片
山
資
料
』
恥
４
「
関
西
出
張
中
差
出
書
類
控
」
所
収
後
掲
資
料
⑦

参

照

。

（
訂
）
前
掲
『
片
山
資
料
』
血
３
「
関
西
出
張
中
受
取
害
類
綴
込
」
所
収
後
掲
資
料

④

参

照

。

（
瀦
）
前
掲
『
片
山
資
料
』
恥
４
「
関
西
出
張
中
差
出
書
類
控
」
所
収
後
掲
資
料
⑥

参
照
。
こ
の
資
料
の
日
付
は
明
治
九
年
十
一
月
と
あ
る
が
、
実
際
は
十
月
に
出
さ

れ
、
資
料
⑤
は
こ
の
⑥
の
返
信
と
思
わ
れ
る
。

（
羽
）
前
掲
『
片
山
資
料
』
恥
４
「
関
西
出
張
中
差
出
書
類
控
」
所
収
後
掲
資
料
⑥

参

照

。

（
釦
）
前
掲
『
片
山
資
料
』
胸
３
「
関
西
出
張
中
受
取
書
類
綴
込
」
所
収
後
掲
資
料

⑤

参

照

。

（
例
）
前
掲
『
片
山
資
料
』
恥
４
「
間
西
出
張
中
差
出
書
類
控
」
所
収
後
掲
資
料
⑦

参

照

。

（
鋤
）
前
掲
『
片
山
資
料
』
恥
４
「
関
西
出
張
中
差
出
書
類
控
」
所
収
後
掲
資
料
⑧

参

照

。

（
認
）
吉
田
は
明
治
九
年
三
月
七
等
出
仕
、
同
人
の
妻
は
大
阪
出
張
中
の
明
治
十
年
三

月
八
日
に
死
去
し
て
お
り
、
翌
十
一
年
十
月
依
願
免
職
し
て
い
る
。

（
弘
）
前
掲
『
片
山
資
料
」
恥
４
「
関
西
出
張
中
差
出
書
類
控
」
所
収
~
後
掲
資
料
⑨

参

照

。

（
弱
）
前
掲
『
片
山
資
料
』
恥
３
「
関
西
出
張
中
受
取
書
類
綴
込
」
所
収
。

（
記
）
前
掲
『
片
山
資
料
」
伽
４
「
関
西
出
張
中
差
出
書
類
控
」
所
収
後
掲
資
料
⑩

参

照

。

（
訂
）
明
治
十
年
二
月
十
四
日
付
の
松
方
の
内
達
に
は
、

鹿
児
島
県
下
暴
挙
之
形
状
有
之
候
二
付
而
者
該
地
方
民
心
ニ
モ
多
少
差
響
可
申

然
ル
ー
改
租
之
調
査
是
迄
之
手
続
ヲ
追
上
成
功
之
類
ヲ
役
ス
事
切
迫
ナ
ル
時
ハ
或

ハ
紛
糾
ヲ
来
ス
ノ
患
ナ
キ
ヲ
難
保
候
間
此
際
ハ
民
情
ヲ
酌
量
シ
一
時
猶
予
ヲ
加
へ

条
々
》
一
相
運
上
置
彼
地
平
定
之
機
二
至
り
一
斉
二
勉
励
調
査
整
頓
候
様
深
ク
御
注

意
御
従
事
可
被
下
此
段
及
御
内
達
候
也
（
前
掲
「
片
山
資
料
』
恥
３
「
関
西
出
張

中
受
取
書
類
控
」
所
収
後
掲
資
料
⑪
参
照
）
と
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
大
阪
府

の
「
民
情
至
て
平
穏
響
応
等
之
萠
絶
而
無
之
此
段
御
安
慮
被
成
候
」
（
前
掲
『
片

山
資
料
』
伽
４
「
関
西
出
張
中
差
出
書
類
控
」
所
収
後
掲
資
料
⑫
参
照
）
と
回

答

し

て

い

る

。

（
犯
）
前
掲
『
片
山
資
料
』
伽
４
「
関
西
出
張
中
差
出
書
類
控
」
所
収
後
掲
資
料
⑫

参

照

。

（
鋤
）
前
掲
『
片
山
資
料
』
恥
３
「
関
西
出
張
中
受
取
書
類
綴
込
」
所
収
後
掲
資
料

⑬

参

照

。

（
伽
）
前
掲
『
地
租
改
正
の
研
究
』
二
九
九
頁
及
び
三
○
四
～
五
頁
。

（
虹
）
前
掲
『
片
山
資
料
」
叩
４
「
関
西
出
張
中
差
出
書
類
控
」
所
収
後
掲
資
料
⑭
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参

照

。

（
蛇
）
前
掲
『
本
邦
地
租
の
沿
革
」
一
三
七
頁
）
・

（
媚
）
前
掲
『
地
租
改
正
の
研
究
」
四
○
六
頁
。

（
“
）
前
掲
『
片
山
資
料
』
胴
６
～
蛆
。

－40－



【
資
料
②
】
八
明
治
九
年
二
月
九
日
Ｖ

今
般
総
裁
ヨ
リ
別
紙
之
通
御
達
相
成
候
二
付
て
者
其
府
之
儀
者
去
八
年
ョ
リ
地

券
税
施
行
之
筈
兼
て
申
出
有
之
候
処
追
々
及
遷
延
猶
此
上
遅
々
致
候
而
者
前
段

之
目
的
ヲ
誤
り
不
都
合
二
有
之
候
間
猶
精
々
差
急
キ
早
々
改
正
伺
差
出
候
様
勉

励
有
之
度
此
段
分
て
申
進
候
也

明

治

九

年

二

月

九

日

地

租

改

正

事

務

局

御

用

懸

大

阪

府

出

張

地

租

改

正

事

務

局

御

用

掛

地

理

大

属

片

山

重

範

租

税

寮

十

一

等

出

仕

山

口

宗

義

租

税

寮

十

三

等

出

仕

白

石

純

治

地
租
改
正
之
事
務
追
々
相
運
上
各
府
県
於
テ
モ
逐
次
実
地
調
査
之
順
序
二
至
り

候
二
付
右
勘
査
ト
シ
テ
本
局
御
用
掛
奏
任
官
別
紙
之
府
県
へ
出
張
被
仰
付
候
付

テ
者
庫
テ
調
査
之
事
務
ハ
細
大
ト
ナ
ク
其
向
出
張
之
奏
任
官
へ
通
議
致
シ
指
揮

ヲ
受
ヶ
可
申
此
旨
相
達
候
事

地

租

改

正

事

務

局

総

裁

明

治

八

年

九

月

三

日

大

久

保

利

通

國

［
整
理
番
号
『
片
山
資
料
』
恥
３
関
西
出
張
中
受
取
書
類
綴
込
］

【
資
料
①
】
八
明
治
八
年
九
月
三
日
Ｖ

【
資
料
③
】
八
明
治
九
年
三
月
三
日
Ｖ

昨
二
日
愛
知
県
よ
り
御
電
報
之
趣
拝
承
俄
二
御
帰
京
相
成
置
御
苦
労
至
極
二
奉

存
候
然
者
大
阪
府
取
調
も
余
程
相
運
収
穫
之
段
階
利
子
之
差
等
二
至
迄
両
三
日

中
二
者
先
々
決
議
い
た
し
候
筈
二
付
来
ル
七
日
頃
よ
り
ハ
手
透
二
相
成
尤
廿
日

後
二
も
相
成
万
一
不
服
之
村
々
も
出
来
候
ハ
、
右
説
諭
二
暫
時
巡
廻
い
た
し
候

様
可
相
成
見
込
二
有
之
先
シ
右
迄
者
諸
般
府
員
へ
相
任
置
候
而
差
支
無
之
二
付

自
然
閣
下
御
用
之
御
都
合
一
一
而
京
都
府
へ
御
出
張
御
隙
取
二
相
成
候
ハ
、
乍
不

大

阪

府

出

張

片

山

重

範

殿

白

石

純

治

殿

八
別
紙
Ｖ

大

阪

府

其
府
地
租
改
正
之
義
昨
八
年
ョ
リ
地
券
税
施
行
之
筈
兼
テ
届
出
有
之
二
付
而
者

目
今
精
々
督
励
中
二
可
有
之
候
但
異
追
々
収
税
之
期
限
モ
差
迫
り
居
曽
庇
上
遅
々

致
候
而
者
各
般
差
支
之
義
有
之
二
付
今
一
層
精
励
可
成
収
税
期
限
迄
二
卒
業
候

様
尽
力
可
有
之
此
段
相
達
候
事

地

租

改

正

事

務

局

総

裁

明

治

九

年

二

月

九

日

大

久

保

利

通

［

整

理

番

号

「

片

山

資

料

』

恥

３

関

西

出

張

中

受

取

害

類

綴

込

］

松

方

正

義

④
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及
一
応
両
人
罷
出
既
往
之
取
扱
振
将
来
取
調
之
見
込
等
承
り
右
内
評
議
い
た
し

置
追
而
閣
下
御
出
張
之
節
ハ
御
電
報
次
第
速
二
会
同
諸
般
御
決
議
相
願
候
様
い

た
し
而
者
如
何
右
者
是
迄
於
同
府
何
等
之
調
査
い
た
し
居
候
哉
心
得
不
申
候
自

然
最
初
着
手
二
方
向
ヲ
誤
失
い
た
し
候
而
者
蕾
二
他
日
之
手
数
ヲ
要
す
る
の
ミ

な
ら
す
到
底
調
査
上
ノ
障
碍
卜
相
成
候
ニ
付
（
毫
厘
千
里
ヲ
誤
之
弊
各
県
往
々

有
之
二
付
此
掛
念
ア
ル
也
）
万
々
一
是
等
之
儀
有
之
候
ハ
、
能
々
熟
議
い
た
し

置
度
右
之
段
相
伺
候
尤
不
日
閣
下
御
出
張
二
相
成
夫
迄
ハ
何
分
之
掛
念
無
之
儀

二
有
之
御
出
張
之
節
迄
相
見
合
可
申
候
此
郵
信
到
着
次
第
電
報
を
以
至
急
何
分

之
御
指
揮
被
下
度
此
段
相
願
候
也

三

月

三

日

白

石
白
石

【
資
料
④
】
八
明
治
九
年
九
月
十
九
日
Ｖ

（
朱
筆
）

［
第
四
百
四
拾
四
号
］

改
租
収
穫
目
的
未
定
ノ
地
者
本
年
秋
収
已
前
二
於
テ
収
穫
目
的
調
査
ノ
義
二
付

別
紙
之
通
該
府
へ
相
達
候
条
秋
収
ノ
期
節
二
差
臨
ミ
居
候
二
付
機
会
ヲ
失
セ
ス

此
際
収
穫
ノ
概
量
ヲ
予
定
シ
概
府
官
ノ
目
的
ト
派
出
局
員
ノ
目
的
ト
ヲ
一
定
二

東
京
一
一
而

松

平

正

道

殿

［
整
理
番
号
『
片
山
資
料
』
血
４
関
西
出
張
中
差
出
書
類
控
］

片
山

帰
セ
シ
ム
ル
ト
キ
ハ
調
査
上
二
於
テ
幾
多
ノ
運
ニ
モ
可
相
成
候
間
篤
卜
府
官
卜

協
議
シ
先
各
区
域
二
於
テ
両
村
ヲ
組
合
セ
其
内
便
宜
ノ
村
方
ヲ
選
定
シ
精
騒
二

地
位
階
級
ヲ
調
査
為
致
実
地
二
臨
ミ
収
穫
ノ
見
込
ヲ
調
査
シ
其
比
準
ヲ
推
シ
テ

組
合
村
々
’
一
及
ボ
シ
遂
二
全
管
上
大
観
ノ
目
的
整
理
候
様
一
層
勉
励
相
成
度
此

段
申
入
候
也

地

租

改

正

事

務

局

三

等

出

仕

九

年

九

月

十

九

日

松

方

正

義

画

京

都

府

出

張

片

山

重

範

殿

白

石

純

治

殿

八
別
紙
Ｖ

地
租
改
正
事
業
期
限
之
義
二
付
而
者
客
歳
公
布
之
次
第
モ
有
之
追
々
秋
収
ノ
期

節
二
臨
ミ
候
二
付
実
際
二
就
キ
収
穫
ノ
多
寡
如
何
ヲ
推
知
ス
ヘ
キ
ニ
欠
ク
ヘ
ヵ

ラ
サ
ル
機
会
一
一
有
之
依
而
者
改
租
収
穫
目
的
未
定
ノ
地
者
悉
皆
丈
量
竣
成
二
至

ラ
サ
ル
モ
ー
区
一
郡
ノ
検
了
相
成
候
得
共
其
部
分
よ
り
引
続
キ
地
位
階
級
調
査

着
手
為
致
本
年
秋
収
已
前
二
お
ゐ
て
収
穫
ノ
概
量
ヲ
予
算
シ
大
観
ス
ル
所
之
目

的
ヲ
仮
定
い
た
し
置
度
候
条
本
局
出
張
官
員
ト
協
議
シ
夫
々
事
業
相
運
候
様
一

層
御
尽
力
有
之
度
此
段
申
入
候
也

地

租

改

正

事

務

局

三

等

出

仕

九

年

九

月

松

方

正

義

［

整

理

番

号

「

片

山

資

料

」

恥

３

関

西

出

張

中

受

取

書

類

綴

込

］
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【
資
料
⑤
】
八
明
治
九
年
十
月
二
十
八
日
Ｖ

（
朱
筆
）

［
第
五
百
五
拾
八
号
］

十
月
二
十
三
日
附
ヲ
以
大
阪
府
地
租
改
正
成
頓
之
域
ニ
ロ
シ
収
穫
取
極
方
不
承

服
之
村
落
有
之
時
分
六
拾
八
号
公
布
ニ
拠
り
処
分
之
儀
二
付
兼
テ
御
申
出
置
之

趣
致
承
知
候
右
者
御
申
出
之
通
万
々
不
得
止
場
合
二
施
行
ス
ヘ
キ
事
二
候
処
管

内
惣
収
穫
二
於
而
者
既
二
予
定
セ
ル
事
二
候
得
者
強
テ
村
民
不
服
ヲ
唱
エ
予
定

之
目
途
二
達
セ
サ
ル
勢
二
立
至
候
得
者
不
得
止
六
十
八
号
公
布
ヲ
以
処
分
ス
ル

モ
其
前
官
之
確
認
ス
ル
処
之
収
穫
ト
人
民
請
求
ス
ル
処
之
収
穫
卜
其
差
異
及
村

名
等
一
応
該
府
ョ
リ
申
出
総
裁
之
指
揮
ヲ
請
ヶ
施
行
可
致
儀
二
付
其
趣
ヲ
以
御

協
議
可
有
之
候
此
段
及
御
回
答
候
也

地

租

改

正

事

務

局

四

等

出

仕

明

治

九

年

十

月

二

十

八

日

松

田

道

之

大

阪

府

出

張

七

等

出

仕

片

山

重

範

殿

［
整
理
番
号
『
片
山
資
料
』
恥
３
関
西
出
張
中
受
取
書
類
綴
込
］

【
資
料
⑥
】
八
明
治
九
年
十
一
月
Ｖ

大
阪
府
地
租
改
正
調
査
順
序
之
儀
別
紙
手
続
害
記
載
之
通
去
年
十
月
以
来
反
復

精
査
ノ
末
将
二
整
頓
二
至
ン
ト
ス
ル
ニ
際
シ
百
十
六
ヶ
村
無
謂
苦
情
申
募
り
長

次
官
初
掛
属
官
共
二
百
方
説
諭
ヲ
尽
ス
ト
雛
頑
結
解
セ
ス
抑
右
不
服
之
原
由
ヲ

審
案
推
究
ス
ル
ニ
府
下
一
般
ノ
民
風
諾
智
多
慾
常
二
人
ノ
鼻
息
ヲ
窺
上
以
意
ヲ

迎
へ
情
ヲ
掛
り
其
事
ノ
寛
厳
ヲ
試
ル
ノ
旧
智
ア
リ
就
中
豊
島
東
成
二
郡
其
最
タ

リ
故
二
今
這
ノ
苦
情
モ
亦
二
郡
特
二
太
甚
シ
ク
但
一
己
ノ
偏
見
ヲ
主
張
ス
ル
ニ

過
キ
ス
ト
イ
ヘ
ト
モ
各
種
類
ア
リ
今
其
著
シ
キ
モ
ノ
ヲ
挙
ル
ー
従
前
類
外
之
薄

税
ニ
テ
多
少
ノ
増
税
ヲ
苦
ム
ァ
リ
（
城
代
役
地
及
新
開
地
）
或
ハ
本
年
水
旱
之

二
災
二
係
ル
モ
ノ
其
不
熟
ヲ
ロ
実
ト
ス
ル
ァ
リ
（
鳥
飼
郷
嶋
下
郡
ノ
内
）
或
ハ

目
下
米
価
下
落
シ
テ
改
正
石
代
卜
差
違
ア
ル
ヲ
以
米
納
ヲ
希
望
ス
ル
ァ
リ
（
東

成
郡
三
小
区
）
或
ハ
村
民
過
半
承
服
之
場
合
二
至
り
故
ナ
ク
異
愛
ス
ル
ァ
リ

（
馬
場
般
若
寺
）
或
者
伍
長
惣
代
等
二
至
ル
迄
承
服
シ
受
書
差
出
之
期
ヲ
約
シ

再
三
延
期
ヲ
請
上
終
二
承
服
セ
サ
ル
ァ
リ
（
西
成
郡
一
小
区
）
其
他
変
詐
百
出

不
条
理
之
儀
ノ
ミ
申
立
要
ス
ル
ニ
本
年
八
月
再
調
ニ
テ
多
少
減
額
ア
ル
ヲ
以
テ

猶
苦
情
ヲ
唱
レ
ハ
此
上
二
幾
分
ヲ
減
セ
ン
ト
見
込
甲
唱
乙
和
ス
ル
ノ
気
勢
ア
リ

益
シ
該
府
収
穫
ノ
見
込
ダ
ル
再
三
再
四
熟
議
ヲ
遂
ヶ
区
戸
長
老
農
ニ
モ
諮
問
シ

村
位
相
当
ノ
額
ヲ
指
示
シ
隣
区
隣
村
二
比
シ
決
シ
テ
不
適
当
ノ
儀
者
無
之
然
ル

ヲ
苦
情
ノ
有
無
ヲ
以
柳
タ
リ
ト
モ
掛
酌
ヲ
加
ト
キ
ハ
管
内
ノ
権
衡
ヲ
失
シ
既
承

服
ノ
村
々
必
ス
不
平
ヲ
鳴
シ
忽
チ
土
崩
瓦
解
拾
収
ス
可
カ
ラ
サ
ル
勢
ナ
レ
ハ
此

末
如
何
ト
モ
可
拠
術
計
無
之
尤
鳥
取
和
歌
山
諸
県
一
部
分
ノ
苦
情
ト
ハ
梢
其
形

跡
ヲ
異
一
一
ス
レ
ト
モ
其
情
勢
ハ
同
一
轍
二
有
之
加
ル
ー
該
府
ハ
斯
迄
手
順
ヲ
増

加
ス
ル
ノ
景
況
現
然
タ
リ
伏
願
ク
ハ
該
府
伺
之
通
断
然
六
十
八
号
公
布
二
基
処

分
ノ
義
御
許
可
有
之
度
左
候
ハ
、
該
府
見
込
之
通
悉
皆
右
公
布
施
行
セ
ス
ト
モ

先
五
六
ケ
村
乃
至
十
ケ
村
モ
申
付
候
ハ
、
随
テ
承
服
結
果
二
至
ヘ
キ
見
込
モ
有

之
候
間
前
文
之
条
々
御
深
察
至
急
何
分
之
御
指
揮
奉
懇
願
候
也
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地
租
改
正
収
穫
人
民
申
立
不
適
当
之
節
再
三
説
諭
之
末
至
当
之
収
穫
差
示
候
場

合
二
於
テ
其
一
部
分
私
見
ヲ
主
張
致
シ
候
得
者
本
年
六
十
八
号
公
布
ニ
拠
り
処

分
致
シ
来
候
処
追
々
人
民
連
合
之
姿
ヲ
ナ
シ
或
ハ
ー
区
一
郡
申
合
候
弊
害
も
難

計
右
公
布
ニ
依
り
歩
合
ヲ
以
処
分
致
し
兼
候
場
合
モ
可
有
之
二
付
右
六
十
八
号

ハ
御
取
消
相
成
更
二
既
済
之
隣
地
二
比
準
処
分
候
様
致
し
度
依
之
御
布
告
按
相

添
此
段
相
伺
申
候
右
者
差
迫
候
事
情
モ
有
之
候
二
付
至
急
何
分
之
御
指
揮
有
之

【
資
料
⑦
】
八
明
治
九
年
十
一
～
十
二
月
頃
Ｖ

明

治

年

月

日

本
年
六
十
八
号
公
布
御
取
消
更
二
隣
地
比
準
御
布
告
之
義
正
院
へ
御
伺
按

勅
任
出
仕

九
年
十
一
月

奏
任
出
仕

片

山

重

範

［
整
理
番
号
『
片
山
資
料
』
池
４
関
西
出
張
中
差
出
書
類
控
］

大
阪
府
出
張

十

二

等

出

仕

白

石

七

等

出

仕

片

山

重

範

⑳

純
治

度
候
也

御

布

告

案

地
租
改
正
調
査
二
臨
ミ
人
民
申
立
ル
処
ノ
収
穫
不
適
当
ニ
テ
目
途
ニ
達
セ
サ
ル

ト
キ
ハ
実
地
適
度
ト
確
認
ス
ル
所
ノ
収
穫
ヲ
標
示
シ
説
諭
ノ
上
承
服
二
至
ラ
シ

ム
ヘ
シ
ト
雛
モ
若
シ
或
ハ
一
己
ノ
私
見
ヲ
主
張
シ
承
服
二
至
ラ
サ
ル
節
ハ
猶
一

層
精
査
ヲ
遂
ヶ
既
済
隣
地
ノ
比
準
ヲ
推
究
シ
相
当
ノ
地
価
差
定
地
券
相
渡
収
税

可
申
付
事

地

租

改

正

調

査

比

準

心

得

害

第

一

節

一
村
上
ノ
比
準
ハ
地
位
上
中
下
多
少
ヲ
計
り
右
歩
合
ヲ
以
比
較
シ
一
区
一
郡
上

一
一
至
テ
ハ
村
位
上
中
下
ノ
多
寡
ヲ
計
り
地
位
ノ
歩
合
モ
積
算
シ
第
三
節
以
下
ヲ

参
考
シ
テ
比
準
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス

第

二

節

全
国
全
管
ノ
比
準
ハ
大
体
上
二
就
キ
通
観
シ
タ
ト
ヘ
ハ
其
幾
部
分
ハ
山
間
僻
邑

或
ハ
新
開
未
定
地
域
ハ
水
旱
損
害
地
ニ
シ
テ
其
幾
部
分
普
通
ノ
地
ヲ
得
ル
等
ヲ

大
別
シ
又
ハ
ー
村
上
反
米
平
均
何
程
以
上
ノ
村
数
反
別
幾
千
何
程
以
下
ノ
村
数

大
臣
殿

総
裁
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反
別
幾
千
ト
右
歩
合
ヲ
以
推
究
ス
ル
等
二
止
リ
ー
地
一
村
ノ
細
微
ニ
ハ
渉
ル
ヘ

カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス

第

三

節

山
川
ノ
位
置
気
候
ノ
寒
暖
土
地
ノ
広
狭
水
旱
損
ノ
有
無
人
畜
ノ
釣
合
耕
転
ノ
難

易
運
輸
ノ
便
否
等
尤
注
意
ヲ
要
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス

第

四

号

新
反
別
ヲ
以
テ
旧
税
額
ヲ
除
シ
テ
其
甘
苦
ヲ
察
ス
ヘ
シ
尤
反
別
ノ
増
殖
ハ
山
間

又
ハ
新
開
ノ
地
二
多
ケ
レ
ハ
ー
概
ニ
モ
見
倣
シ
難
シ
ト
雛
モ
実
際
二
就
キ
精
査

第

五

節

収
穫
ハ
地
租
ヲ
課
ス
ル
ノ
基
本
ニ
シ
テ
彼
此
高
低
ナ
カ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
卜
雌
モ
隣

管
等
ノ
比
準
二
至
テ
ハ
米
価
ノ
高
下
ア
リ
利
子
モ
亦
高
低
一
ナ
ラ
サ
レ
ハ
独
収

穫
ノ
多
寡
ノ
ミ
比
準
シ
カ
タ
シ
故
二
其
地
価
上
二
就
テ
比
準
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス

第

六

節

既
済
ノ
甲
県
二
接
ス
ル
未
済
ノ
乙
県
ア
リ
其
接
続
ノ
地
ニ
テ
ー
地
一
村
上
二
就

キ
地
価
ヲ
比
準
シ
乙
県
全
管
内
ノ
軽
重
ヲ
論
ス
ル
モ
ノ
ァ
レ
ハ
先
シ
各
管
内
一
一

就
テ
平
準
ノ
得
失
ヲ
推
究
シ
然
ル
後
其
接
続
郡
村
残
ラ
ス
対
象
表
二
挙
ケ
テ
此

彼
釣
合
ヲ
審
按
シ
若
シ
悉
皆
釣
合
ヲ
失
ス
レ
ハ
更
二
乙
県
ヲ
精
査
ス
ヘ
シ
ト
雛

モ
必
各
村
ノ
中
ニ
ハ
彼
此
其
適
度
二
称
フ
モ
ノ
ァ
ル
ヘ
シ
其
適
度
二
称
フ
村
々

二
就
テ
乙
県
ノ
村
等
地
位
ヲ
推
究
シ
彼
レ
ロ
実
ト
ス
ル
所
ノ
ー
地
一
村
二
推
シ

及
ホ
シ
其
乙
県
管
内
ノ
平
準
ヲ
得
レ
ハ
仮
令
彼
レ
ー
地
一
村
ノ
不
釣
合
ヲ
唱
フ

ル
モ
敢
テ
不
釣
合
ナ
キ
モ
ノ
ニ
テ
甲
乙
幾
千
高
低
シ
テ
其
適
度
ヲ
得
ル
モ
ノ
ト

ス
レ
ハ
判
然
タ
リ
必
税
額
ノ
増
減
ヲ
以
比
準
ヲ
誤
ル
ヘ
カ
ラ
ス

見
極
ム
ヘ
シ
若
シ
或
ハ
乙
県
管
内
ニ
テ
平
準
ヲ
得
サ
レ
ハ
其
管
内
二
就
テ
其
平

準
ヲ
失
ス
ル
モ
ノ
ヲ
改
メ
全
管
二
波
及
セ
シ
ム
ヘ
カ
ラ
ス

第

七

節

比
隣
既
定
郡
村
ノ
区
戸
長
ハ
時
ト
シ
テ
顧
問
二
備
フ
ヘ
シ
ト
イ
ヘ
ト
モ
其
意
見

二
拘
泥
ス
ヘ
カ
ラ
ス
其
言
う
所
審
査
官
ノ
正
実
ト
見
認
ル
所
ノ
モ
ノ
ヲ
撰
テ
採

用
ス
ヘ
シ
他
管
内
ノ
区
戸
長
二
顧
問
ス
ル
場
合
一
一
於
テ
ハ
尤
注
意
ヲ
要
ス

［

整

理

番

号

『

片

山

資

料

」

池

４

関

西

出

張

中

差

出

書

類

控

］

大
阪
府
地
租
改
正
収
穫
不
服
村
々
処
分
之
義
見
込
之
次
第
兼
而
相
伺
置
候
処
再

応
出
張
之
上
知
参
事
と
協
力
尚
精
々
説
諭
承
服
セ
シ
メ
候
様
御
達
之
趣
謹
承
仕

候
然
ル
ー
先
般
大
阪
府
申
状
へ
添
書
二
申
陳
置
候
通
知
参
事
始
掛
官
員
諸
共
本

年
六
月
上
旬
よ
り
十
一
月
上
旬
迄
説
諭
数
十
回
二
及
上
結
局
昨
日
モ
ロ
述
致
し

候
通
知
参
事
よ
り
不
服
村
々
区
戸
長
へ
申
渡
候
次
第
モ
有
之
一
一
付
此
上
府
員
よ

【
資
料
⑧
】
八
明
治
九
年
十
二
月
十
六
日
Ｖ

明
治
九
年
十
二
月
十
六
日

（

松

方

）

⑳

勅
任
出
仕
（
松
田
）
（
安
藤
）
（
戸
叶
）
（
吉
原
）
（
久
野
）
（
吉
田
）

奏

任

出

仕

⑳

⑳

⑳

⑳

⑳

⑳

片

山

重

範

⑳
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【
資
料
⑨
】
八
明
治
十
年
一
月
十
五
日
Ｖ

大
阪
府
地
租
改
正
之
儀
ニ
付
再
出
張
以
来
説
諭
之
方
法
地
方
長
次
官
と
協
議
中

之
処
本
年
第
一
号
第
二
号
御
布
告
御
発
令
二
相
成
最
早
此
上
ハ
地
方
官
二
於
而

取
纒
出
来
候
見
込
も
有
之
趣
二
付
不
日
結
果
二
至
可
申
様
尚
追
々
事
情
可
申
上

候
將
又
渡
辺
権
知
事
よ
り
承
候
得
者
本
府
改
正
去
ル
八
年
よ
り
施
行
之
旨
最
初

人
民
へ
申
聞
置
有
之
候
処
一
ヶ
年
延
期
之
儀
再
伺
差
出
候
趣
右
者
先
頃
在
京
中

内
海
参
事
上
京
申
立
之
次
第
も
有
之
其
剛
愚
意
陳
述
い
た
し
置
候
通
り
自
然
年

延
御
聞
届
相
成
候
而
者
是
迄
非
常
之
重
税
上
納
致
居
り
今
般
至
当
之
税
額
二
改

正
相
成
石
堂
書
も
疾
差
出
居
候
申
良
民
共
へ
対
シ
猶
最
初
之
約
ヲ
変
候
而
已
な
ら

す
無
謂
苦
情
申
立
候
不
良
之
徒
ノ
為
二
良
民
へ
一
ヶ
年
重
税
上
納
申
付
候
筋
相

当
り
最
不
条
理
之
儀
者
相
心
得
候
右
者
地
方
官
二
於
テ
注
意
可
有
之
筈
之
処
却

テ
不
良
之
人
民
へ
説
諭
方
之
困
難
ヲ
掛
念
い
た
し
特
二
約
ヲ
変
シ
候
儀
者
私
共

二
於
テ
尤
不
同
意
二
有
之
候
間
右
伺
之
趣
御
聞
届
無
之
方
可
然
欺
兼
而
打
合
等

も
有
之
候
ハ
、
十
分
見
込
之
次
第
討
論
可
致
筋
之
処
無
其
儀
既
二
上
陳
い
た
し

り
説
諭
之
道
無
之
私
共
二
於
而
モ
説
諭
之
道
絶
ダ
ル
地
方
官
諸
共
従
事
候
共
人

民
決
而
受
用
仕
間
敷
見
据
有
之
然
二
徒
二
御
受
申
上
候
而
者
恐
縮
之
至
二
付
篤

と
考
弁
致
し
候
二
若
或
ハ
新
二
局
員
壱
名
御
差
添
被
下
候
ハ
、
更
二
人
民
へ
対

シ
説
諭
之
端
緒
モ
可
有
之
欺
今
一
応
右
手
順
ヲ
以
従
事
致
し
度
可
然
御
詮
議
之

程
相
願
候
也

［

整

理

番

号

『

片

山

資

料

」

恥

４

関

西

出

張

中

差

出

書

類

控

］

候
と
の
事
二
付
不
得
止
所
見
之
次
第
具
状
い
た
し
置
候
也

十

年

一

月

十

五

日

し

ら

石

か

た

山

吉

田

松

方

正

義

殿

［

整

理

番

号

「

片

山

資

料

」

伽

４

関

西

出

張

中

差

出

書

類

控

］

【
資
料
⑩
】
八
明
治
十
年
一
月
十
九
日
Ｖ

本
月
十
七
日
電
報
御
達
之
趣
ヲ
以
大
阪
府
改
租
年
延
之
儀
昨
今
両
日
長
次
官
江

管
計
致
協
議
結
局
条
理
上
二
於
テ
ハ
私
共
所
見
二
屈
服
致
候
得
共
現
二
府
員
よ

り
人
民
へ
対
シ
年
延
之
儀
者
精
々
願
立
遣
可
申
様
説
諭
之
一
端
之
義
相
用
居
申

候
此
上
年
延
御
聞
届
不
相
成
候
而
者
差
向
人
民
へ
信
義
ヲ
失
シ
卒
業
二
垂
ダ
ル

事
務
忽
瓦
解
二
及
上
可
申
に
付
伺
之
旨
趣
二
致
同
意
呉
候
様
達
テ
申
出
且
旧
柤

減
少
之
村
々
へ
説
諭
之
儀
長
次
官
二
於
テ
担
保
致
可
申
右
者
兼
テ
管
内
区
長
へ

諮
問
致
候
処
区
長
二
於
テ
事
業
整
理
ヲ
主
ト
シ
一
同
年
延
之
儀
致
企
望
候
趣
申

聞
候
間
此
上
者
軽
重
難
易
ヲ
商
量
シ
臨
機
之
処
分
義
無
之
而
者
愈
葛
藤
ヲ
生
候

程
義
難
計
不
得
止
地
方
官
見
込
一
一
同
意
い
た
し
候
間
至
急
電
報
二
而
御
指
令
相

成
候
様
致
度
奉
存
候
將
又
不
服
村
々
之
中
即
今
三
十
有
余
ヶ
村
承
服
い
た
し
候

右
之
内
西
成
島
下
等
二
者
弐
分
五
厘
御
発
令
無
之
内
既
致
承
服
候
村
々
義
有
之

尤
豊
嶋
郡
者
示
今
強
情
申
立
居
候
趣
即
今
知
参
事
精
々
説
諭
中
二
有
之
欺
右
者

御
達
之
御
受
ヲ
兼
現
今
之
景
状
致
具
陳
候
也
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【
資
料
⑪
】
八
明
治
十
年
二
月
十
四
日
Ｖ

鹿
児
島
県
下
暴
挙
之
形
状
有
之
候
二
付
而
者
該
地
方
民
心
一
一
モ
多
少
差
響
可
申

然
ル
ー
改
租
之
調
査
是
迄
之
手
続
ヲ
追
上
成
功
之
類
ヲ
役
ス
事
切
迫
ナ
ル
時
ハ

或
ハ
紛
糾
ヲ
来
ス
ノ
患
ナ
キ
ヲ
難
保
候
間
此
際
ハ
民
情
ヲ
酌
量
シ
一
時
猶
予
ヲ

加
へ
条
々
ニ
相
運
上
置
彼
地
平
定
之
機
二
至
り
一
斉
二
勉
励
調
査
整
頓
候
様
深

ク
御
注
意
御
従
事
可
被
下
此
段
及
御
内
達
候
也

十

年

二

月

十

四

日

松

方

正

義

圃

十
年
二
月
十
四
日

【
資
料
⑫
】
八
明
治
十
年
二
月
二
十
三
日
Ｖ

本
月
十
四
日
付
を
以
鹿
児
島
県
暴
動
各
地
民
心
二
も
多
少
之
響
影
難
計
二
付
本

府
改
柤
事
業
も
民
情
勘
酌
い
た
し
徐
々
相
運
候
趣
御
達
候
趣
承
知
い
た
し
候
当

府
下
之
儀
者
民
情
至
て
平
穏
響
応
等
之
萌
絶
而
無
之
此
段
御
安
盧
被
成
候
改
租

不
服
付
々
説
諭
方
之
儀
も
追
々
上
陳
い
た
し
候
通
弐
分
五
厘
御
発
令
儀
府
員
一

吉

田

六

三

郎

殿

吉

田

六

三

郎

一

月

十

九

日

片

山

重

範

［
整
理
番
号
『
片
山
資
料
』
恥
４
関
西
出
張
中
差
出
書
類
控
］

片

山

重

範

殿

［
整
理
番
号
『
片
山
資
料
」
恥
３
関
西
出
張
中
受
取
書
類
綴
込
］

手
と
引
受
徐
々
申
諭
し
候
様
子
二
付
寛
急
見
計
ら
ひ
折
々
協
議
迄
二
而
叩
も
切

迫
一
一
催
し
候
等
之
儀
無
之
候
得
共
追
々
説
諭
方
行
届
即
今
別
紙
之
通
過
半
承
服

い
た
し
最
早
六
十
八
号
御
処
分
相
成
候
共
叩
も
抵
触
之
廉
無
之
候
得
共
今
少
々

猶
予
致
候
得
者
右
残
額
之
内
尚
過
半
受
書
可
差
出
見
込
有
之
趣
一
一
御
座
候
尤
も

到
底
強
情
之
村
々
多
少
六
十
八
号
御
処
分
無
之
而
者
結
果
二
至
申
間
敷
欺
十
ヶ

村
乃
至
二
十
ヶ
村
内
外
二
も
至
候
ハ
、
復
命
い
た
し
候
而
不
苦
候
哉
京
都
府
之

儀
も
追
々
都
合
能
相
運
来
り
上
旬
二
者
結
果
二
至
り
可
申
候
大
阪
府
之
方
夫
迄

見
合
置
前
文
之
通
多
少
不
服
村
相
残
り
候
共
一
時
ニ
復
命
致
度
此
段
前
以
相
伺

候
至
急
何
分
之
御
指
揮
相
成
度
候
也

二

月

二

十

三

日

三

人

追
而
大
阪
府
之
儀
本
文
伺
之
趣
御
聞
届
相
成
候
得
者
吉
田
六
三
郎
儀
ハ
最
早
御

用
筋
無
之
二
付
船
便
次
第
帰
京
い
た
し
候
而
も
不
苦
候
哉
此
段
併
而
相
伺
候
也

記

一
不
服
村
数
百
十
六
ヶ
村

右

之

内
五

十

九

ヶ

村

残

数

五

十

七

ヶ

村

内

訳

八

ヶ

村

東

成

郡

朱
一
一
て
内
七
ヶ
村
者
近
日
受
書
持
参
之
模
様

二
月
二
十
日
迄
承
服
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【
資
料
⑬
】
八
明
治
十
年
二
月
二
十
八
日
Ｖ

（
朱
筆
）

［
第
百
七
拾
九
号
］

本
月
二
十
三
日
附
ヲ
以
其
府
改
租
不
服
ノ
村
々
追
々
説
諭
ノ
末
過
半
承
服
且
今

暫
猶
予
候
ハ
、
隣
村
ノ
内
尚
多
少
受
書
可
差
出
候
得
ト
モ
或
ハ
六
拾
八
号
公
布

ヲ
以
処
分
二
被
及
儀
モ
可
有
之
見
込
之
趣
致
了
承
到
底
私
見
ヲ
張
り
右
公
布
二

不
拠
レ
ハ
結
果
二
不
至
モ
ノ
ハ
其
処
分
勿
論
二
候
得
共
可
成
説
諭
二
服
シ
請
書

差
出
候
様
今
一
層
御
注
意
可
有
之
將
亦
大
阪
府
下
不
服
村
僅
々
相
残
候
共
京
都

府
改
租
整
理
ノ
上
ハ
ー
同
復
命
及
六
三
郎
殿
帰
京
之
儀
ハ
申
越
之
通
差
支
無
之

朱
一
一
て
八
十
五
ヶ
村
内

三

十

八

ヶ

村

豊

島

郡

内

弐

十

ヶ

村

者

近

日

受

書

持

参

之

筈

申
立
有
之
田
畑
宅
地
共
不
服
之
村
者
至
而
僅
少
二
有
之
候
也

右
村
之
内
多
く
ハ
畑
方
宅
地
を
受
ヶ
田
方
迄
苦
情
申
立
又
者
畑
方
而
已
ノ

四

ヶ

村

住

吉

郡

同

悉

皆

近

日

受

書

持

参

之

模

様

九

ヶ

村

嶋

下

郡

［
整
理
番
号
「
片
山
資
料
』
恥
４
関
西
出
張
中
差
出
書
類
控
］

候
条
此
段
及
回
答
候
也

地

租

改

正

事

務

局

三

等

出

仕

明

治

十

年

二

月

二

十

八

日

松

方

正

義

画

大

阪

府

出

張

吉

田

六

三

郎

殿

片

山

重

範

殿

白

石

純

治

殿

［

整

理

番

号

『

片

山

資

料

』

恥

３

関

西

出

張

中

受

取

書

類

綴

込

］

【
資
料
⑭
】
八
明
治
十
年
三
月
十
一
日
Ｖ

堺
県
管
下
高
安
郡
両
毛
作
之
儀
井
二
和
可
山
県
管
下
荒
地
之
儀
ニ
付
本
月
十
三

日
附
を
以
御
達
之
趣
謹
承
不
取
敢
両
県
へ
出
張
実
際
ニ
就
き
精
査
之
上
見
込
之

次
第
具
状
可
仕
候

京
都
府
改
租
之
儀
本
月
上
旬
追
々
者
整
理
復
命
之
旨
先
般
具
状
い
た
し
置
候
処

山
城
全
国
者
書
類
悉
皆
整
頓
い
た
し
候
得
共
丹
波
三
郡
之
帳
簿
書
類
精
算
等
今

少
取
纏
出
来
兼
遷
延
二
お
よ
ひ
居
候
得
共
最
早
不
日
二
落
成
い
た
し
候
筈
二
有

之
時
日
遷
延
候
共
卿
も
紛
議
等
差
起
候
儀
二
者
無
之
候
間
此
段
御
安
盧
被
下
候

大
阪
府
不
服
村
之
儀
者
先
般
上
申
い
た
し
置
候
五
十
有
ヶ
村
之
処
追
々
承
服
受

書
差
出
し
即
今
に
て
ハ
廿
ヶ
村
内
外
二
相
成
申
候
尚
此
迄
精
々
説
諭
二
従
事
い

た
し
居
候
二
付
多
分
京
都
府
復
命
迄
二
者
整
頓
い
た
し
可
申
候
仮
令
私
見
申
募

候
共
僅
二
四
五
ヶ
村
二
者
不
過
様
相
心
得
罷
在
候
右
者
近
日
同
府
長
官
よ
り
決
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定
い
た
し
候
運
二
付
尚
其
節
事
情
可
相
伺
候
也

三
月
十
一
日

松

方

殿

［

整

理

番

号

『
片
山
資
料
』
恥
４
関
西
出
張
中
差
出
書
類
控
］

（
花
押
）
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